
年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：辻）（B組：吉田）（C組：吉田）（D組：辻）（E組：辻）（F組：辻）（G組：千葉）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読
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領域

○

○

○

○

○

○ ○ 1○

漢文・思想詩歌 ▽教材『孟子』『荀子』「長恨歌」
○指導項目
・孟子や荀子の考え・思想について正しく理解させ
る。
・儒教の考え方の広がりについて、考えを深めさせ
る。
・「長恨歌」について日本文学とのつながりを理解さ
せる。
・場面の展開や、登場人物の心情について読み取らせ

【知識・技能】
本文中の句法の扱いについて正しく理解している。文章を正しく
訓読している。
【思考・判断・表現】
孟子や荀子の思想について背景にあるものをとらえながら、正し
く読み取っている。詩の展開から登場人物の心情について的確に
捉え読み取っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各文章と日本文化のつながりをとらえながら、どのように日本の

○ ○ ○

○

○

３

学

期

２

学

期

【知識及び技能】
句法について正しく理解することができる。文章を正
しく訓読することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章に示されている考え方を正しく読み取ることがで
きる。文の展開や登場人物の心情を正しく読み取るこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

○ ○

○

○

定期考査

【知識及び技能】
漢文の文構造について正しく理解することができる。
文章を正しく訓読することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物が持つ背景を的確に捉え、それぞれの人物の
発言や行動の意図を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
項羽・劉邦の天下を巡る争いを読み取り、それぞれの

漢文・史話史伝 ▽教材『史記』「鴻門之会」
○指導項目
・作品の時代背景を正しく理解させる。
・登場人物同士の関係性を正しく理解させる。
・登場人物の背景を理解し、発言の意図や行動につい
て正しく理解させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識及び技能】
古語・文法事項について正しく理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成について、助動詞の扱いから視点が変化し
ていることを正しく理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日記文学での記述について、その特徴を理解し、自身

○ ○

【知識及び技能】
和歌で用いられる修辞を正しく理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉が持つ情景や心情について和歌の解釈を通して理
解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
和歌の解釈を積極的に行い、それぞれの和歌が持つ世

○ ○

古文・和歌歌論 ▽教材『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌集』
『古今和歌集』「仮名序」
○指導項目
・和歌の修辞について正しく理解させる。
・和歌の解釈を通して、和歌に詠みこまれた心情や情
景を考えさせ、和歌世界の広がりを感じさせる。
・それぞれの歌集の特徴について、成立事情や歌論を
通して理解させる。
○スマートスクール端末の活用

【知識・技能】
和歌の修辞について正しく理解している。語句の意味を正しく理
解している。
【思考・判断・表現】
和歌の解釈を通して、言葉が持つ情景や詠み手の心情について理
解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
和歌の解釈を通して、和歌に詠みこまれた世界の広がりについて
考えを深めている。それぞれの歌集の特徴を正しく理解し、当時

○

○

○○

○

【知識及び技能】
語句・文法事項について正しく理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文の主語を的確に捉え、解釈することができる。清少
納言が人々とのやり取りのどこに面白みを感じていた
か話の構成から理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】

古文・随筆 ▽教材『枕草子』「雪のいと高う降りたるに」「二月
つごもりごろに」
○指導項目
・清少納言と中宮のやりとりの内容とその前提になる
部分を正しく理解させる。
・話の構成について主語を確実に捉え、展開を正しく
理解させる。
・当時の宮中の人々はどのような教養を求められ、清
少納言がそれらの要素を満たした人物として描いてい

○

○定期考査 ○

○

【知識及び技能】
敬語の用法について正しく理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の行動とそれにともない変化する心情につい
て、文章を解釈しながら正しく理解することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文学としての『源氏物語』の魅力に気付き、当時
漢文・史話史伝 ▽教材『史記』「四面楚歌」「項王最期」

○指導項目
・項羽の考え方について正しく理解させる。
・登場人物同士の関係性を正しく理解させる。
・登場人物の背景を理解し、発言の意図や行動につい
て正しく理解させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
漢文に特徴的な文構造を正しく理解し、文章を正しく訓読してい
る。
【思考・判断・表現】
亭長と項羽とのやり取りや、項羽の最期の場面から項羽の考え方
や描かれ方を読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
項羽の考え方や描かれ方を通して、彼の人物像について理解を深
め、後世の人々にどのような影響を与えたか考えを深めている。

○ ○

期

末

考

査

ま

で

古文・物語 ▽教材『源氏物語』「小柴垣のもと」「車争ひ」「物
の怪の出現」
○指導項目
・登場人物についてそれぞれ背景として描かれている
問題を理解させる。
・敬語の用法について正しく理解させ、主語の判別な
どに活用させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
敬語の用法について正しく理解している。
【思考・判断・表現】
文の主語を的確に捉え、登場人物の行動を正しく理解し、心情の
変化をとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
『源氏物語』について、これよりのちの作品にどのような影響を
与え、当時の人々が享受していたのか、後世の作品から考えを深
めている。

○ ○ ○

【知識及び技能】
漢文の文構造について正しく理解することができる。
文章を正しく訓読することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物が持つ背景を的確に捉え、それぞれの人物の
発言や行動の意図を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
項羽の発言の意図を踏まえ、彼のものの考え方やその

○

【知識・技能】
漢文に特徴的な文構造を正しく理解し、文章を正しく訓読してい
る。
【思考・判断・表現】
登場人物が劉邦陣営と項羽陣営のどちらに属しているかを的確に
捉え、どのような目的で行動をしているかを読み取っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
天下を巡る二者の駆け引きを読み味わい、戦時下における人々の
考え方について自らの考えを深めている。

○ ○ ○○

1

中

間

考

査

ま

で

古文・日記 ▽教材『更級日記』「門出」
○指導項目
・作者の「源氏物語」へのあこがれについて理解させ
る。
・時間が経過した後に記述していることを理解させ、
文章の表現のどのような個所にそれが表れているかを
理解させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
語句の意味や助詞・助動詞の意味・用法について正しく理解して
いる。
【思考・判断・表現】
文章の構成について、正しく理解するとともに、過去の行動を振
り返って記述していることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日記文学の特徴について、文体や作者の視点をヒントにして考え
を深め、自身の経験につなげようとしている。

○ ○ ○ 3

定期考査 ○ ○○

【知識及び技能】
敬語の用法について正しく理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の行動とそれにともない変化する心情につい
て、文章を解釈しながら正しく理解することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文学としての『源氏物語』の魅力に気付き、当時

10

【知識及び技能】
敬語における敬意の方向について正しく理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
敬意の方向を的確に捉え、文章の内容を正しく理解す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
歴史物語の記述の違いについて理解し、当時の人々が
漢文・文章・思想 ▽教材「桃花源記」『老子』「大道廃、有仁義」「小

国寡民」『荘子』「曳尾於塗中」
○指導項目
・漢文の訓読に習熟させる。
・桃花源記の世界観とその背景にある老荘思想につい
て正しく理解させる。
・老荘思想が目指す社会を正しく理解させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
文章を正しく訓読している。老荘思想を正しく理解している。
【思考・判断・表現】
文章の展開から話の内容を的確に捉え、解釈をしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
老荘思想が目指した社会について、その特徴と儒教の考え方とを
照らし合わせながら、なぜそのような考えに至ったのか、考えを
深めている。

○ ○ ○ 7

○ ○

○

○

漢文・故事寓話 ▽教材『世説新語』「漱石枕流」『淮南子』「塞翁
馬」
○指導項目
・故事成語の意味を正しく理解させる。
・登場人物の出来事に対する捉え方を的確に捉え、話
の展開を理解させる。
・句法の扱いについて正しく理解させる。
・故事成語の意味から、現在ではどのような場面で使
うことができるのか考えを深めさせる。

【知識・技能】
文章を正しい読みで読んでいる。句法の意味について正しく理解
している。
【思考・判断・表現】
本文の内容について、故事成語の意味と絡めながら正しく理解し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
故事成語の意味を調べ、本文の内容と照らし合わせながら、意味
の違いについて考えを深めている。

○ ○ ○○

○ ○

配当
時数

古文・説話 ▽教材『古今著聞集』「安養の尼の小袖」
○指導項目
・敬語の用法　・「奉る」の訳し分け
・主語を正しく把握して解釈につなげる
・安養の尼の発言の主旨を読み取り、泥棒が盗んだも
のを返した理由を考える。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
語句の意味を正しく理解している。
【思考・判断・表現】
文の主語を的確に捉えている。安養の尼の発言についてその主旨
を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
泥棒が盗んだものを返した理由について考え、文章の読解につな
げている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
古文の語句の意味を正しく理解し、読解に必要な語句
を増やすことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文の主語を的確に捉え、話の展開を正しく理解するこ
とができる。
安養の尼の発言の主旨を読み取り、泥棒が盗んだもの
を返した理由について理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】

態

１

学

期

8

【知識及び技能】
和歌の特徴的な表現について理解し、解釈につなげる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を正しく読み取り、和歌の解釈につなげる
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
「みやび」の精神や男女の愛憎を読み取りながら、生

6

【知識及び技能】
文章を正しく読むことができる。本文で用いられてい
る句法について正しく理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の展開を的確に捉え、故事成語の背景となった出
来事について理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の現在の意味と話の内容からわかることをつ

定期考査

国語 古典探究

ことばの持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその
能力の向上を図る態度を養う。

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、
我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
古文について、敬語の用法や品詞の識別の方法を身に着け、作品世界を理
解できるようにする。
漢文について句法や用字を身に着け、作品世界を理解できるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会
に関わろうとする態度を養う。

3

「精選古典探究 古文編」(明治書院)「精選古典探究 漢文編」(明治書院)

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

【知識・技能】
語句の意味や用法を理解し、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
文章の構成や展開から書き手の考えや目的、意図をとらえて内容
を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
古歌や漢詩を踏まえた表現について触れ、宮中ではこれらの文学
的素養が求められていたことについて考えを深めている。

○ ○

古文・歌物語 ▽教材『伊勢物語』「初冠」「狩りの使ひ」
○指導項目
・歌物語としての特徴を捉え、内容を理解させる。
・「みやび」の精神、男女間の愛憎を読み取り、古典
世界での人間関係を理解させる。
○スマートスクール端末の活用
・生徒それぞれの考え、解釈の共有に役立てる。

【知識・技能】
和歌の修辞について正しく理解し、解釈に役立てている。
【思考・判断・表現】
本文の内容を正しく理解している。文章中の和歌で表現されてい
る世界を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
文中の表現や和歌の解釈を通じて、本文で表現されている「みや
び」の精神や男女の愛情について理解しようとしている。

○ ○

期

末

考

査

ま

で

古文・歴史物語 ▽教材『大鏡』「雲林院の菩提講」「南院の競射」
「花山天皇の退位」
○指導項目
・歴史物語として語り手が存在し、語り手の目線で
「物語」が進行することを理解させる。
・敬語における敬意の方向を正しく理解させる。
・藤原氏の描き方について、「栄花物語」と読み比べ
ながら、その違いを読み取らせる。
○スマートスクール端末の活用

【知識・技能】
敬語における敬意の方向を正しく理解している。
【思考・判断・表現】
文の主語を的確に捉え、敬意の方向を理解している。文章の構
成、内容を正しく理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
歴史物語における人物像の描き方について、読み比べを通して、
考えを深めようとしている。

○ ○

【知識及び技能】
文章を正しく訓読することができる。老荘思想につい
て正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開を的確に捉え、内容を正しく理解す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
老荘思想が目指す社会について、儒教が目指す社会と

○

○ ○

中

間

考

査

ま

で

古文・物語 ▽教材『源氏物語』「光源氏誕生」「廃院の怪」
○指導項目
・登場人物についてそれぞれ背景として描かれている
問題を英解させる。
・敬語の用法について正しく理解させ、主語の判別な
どに活用させる。
・王朝文学としての『源氏物語』がどのような魅力を
有していたのかを理解させる。
○スマートスクール端末の活用

【知識・技能】
敬語の用法について正しく理解している。
【思考・判断・表現】
文の主語を的確に捉え、登場人物の行動を正しく理解し、心情の
変化をとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
『源氏物語』について、これよりのちの作品にどのような影響を
与え、当時の人々が享受していたのか、後世の作品から考えを深
めている。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｇ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ組：吉田　）（Ｂ組：辻）（Ｃ組：辻）（Ｄ組：吉田）（Ｅ組：吉田）（Ｆ組：吉田）（Ｇ組：吉田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

国語 現代文探究

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、生涯において国語を尊重し、その能力の向上を図る態度を養う。

現代文探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「現代の国語」の学習を踏まえ、さらに実社会に必要な国語の知識や技能を運用できるようにする。さまざまな現代的な課題を読み解く力を育成する。日本の近代文学について造詣を深める。高度な評論文の学習を通して、論理的に考える力を磨く。文学的な文章の受容や読解を通して、深く共感したり、想像したりする力を伸ばし、多様な他者との共存に意義を見出す力を育てる。日本語を用いて、自分の思いや考えを広げたり、深めたり、伝えたりできるようにする。日本語で表現された様々な文章や文学、それらが扱う主題（テーマ）について主体的に学ぶ姿勢を持ち、多様な価値観を認め、社会に関わろうとする態度を養う。

2

「文学国語」（筑摩書房）「論理国語」（筑摩書房）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元・越境する力 ・指導事項
「境界」について複数の文章を読み比べ、現代社会に
おける「分断」について多角的に考察する。
・教材「プラスチック膜を破って」梨木果歩
・「バイリンガリズムの政治学」今福龍太
・「未来を作る言葉」ドミニク・チェン
・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」の活用

【知識・技能】
社会や日常での「分断」を理解し、「越境」の意味について理解
できたか。
　
【思考・判断・表現】
論理的な文章の読解ができたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習を通して他者や社会に関わろうという意欲につながったか。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】「境界」に関する文章を読み比べ、
自己と他者、自国と他国との関係についての現代的な
課題を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】境界とは何か、それを
どのように超えていくのかを論理的に考える。
【学びに向かう力、人間性等】他者や社会に関わろう
とする意欲を養う。

A 単元・小説／他者理解と表現 ・指導事項
小説に関する基礎知識の習得
二つの小説が示しているものを論理的に読み取る。
教材「山月記」中島敦
「神様」川上弘美
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小説に関する基礎知識や語彙が習得できたか。
　
【思考・判断・表現】
登場人物たちの心情を表現から読み取り、深く味わうことができ
たか。

【主体的に学習に取り組む態度】
 すすんで小説に対する理解を深めようという意欲をもてたか。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】小説の読み方の基礎を踏まえて、論
理的に主題にせまる。
【思考力、判断力、表現力等】小説の構造や表現を汲
み取り、ストーリーにのみ還元されない人間への深い
洞察を読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】「言葉」に対する理解
と態度を養う。

4

【知識及び技能】地図、ファッション、論理学などを
題材に「近代」が作った価値観について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】それぞれの題材に共通
する「近代」が作った価値観を相対化し、情報の読み
方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】「近代」が作った価値
観から離れ、新たに世界や社会を見直す契機とする。

定期考査 ○ ○ ○ 1

○

A 単元・「近代」が作ってきた価値観 ・指導事項
「近代」についての学習を深め、思考力を鍛える。構
造主義の考え方を理解する。
・教材
「地図の想像力」若林幹夫
「ファッションの現象学」河野哲也
「本当は怖い『前提』の話」川添愛

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「近代」が作ってきた価値観を相対化できたか。
【思考・判断・表現】
重要な概念を論理的に考え、思考力を鍛えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
話し合いによって情報を整理し、すすんで論点を共有しようとし
たか。

○ ○ ○

期
末
考
査
ま
で

A 単元・思考の枠組み ・指導事項
時代を超えて人間や社会についての洞察を深めること
で自身の思考の枠組みを理解し、自由に論じる力を育
てる。
・教材
「近代の成立―遠近法の成立」橋爪大三郎
「数字化される世界」オリヴィエ・レイ
　　・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」「評論文の論点２１」の活

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○

【知識及び技能】目の前の現象や物事をどのような情
報として読み取るのか、情報社会におけるリテラシー
を鍛える。
【思考力、判断力、表現力等】引用や例や構成などの
表現を理解し、論理展開の構造を学び、その効果につ
いて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】背景を理解したうえで
情報との向き合い方を考える力をつける。

○ ○

3

【知識及び技能】偏見や先入観にとらわれずに考えた
り話し合うために必要な自身の思考の枠組みを理解す
る。時代や社会によって思考の枠組みが異なるという
洞察を深める。
【思考力、判断力、表現力等】　話題を設定し、情報
を収集し、内容を検討する。
【学びに向かう力、人間性等】　読み取った内容を自
分の意見に活かしてまとめ、発表する。A 単元・情報／背後にあるメッセージ ・指導事項

美術、メディア、小物（ラムネ）などを論じた文章を
読み、現象やことばの背後にあるメッセージを読み取
る力を育成する。
・教材
「実体の美と状況の美」高階秀爾
「メディアと倫理」和田伸一郎
「ラムネ氏のこと」坂口安吾
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 6

○ ○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元・それぞれの場所から ・指導事項
　いろいろな立場や状況の人を考え、社会についての
認識を高める
・教材
「異なり記念日」斎藤陽道
「変貌する聖女」川島慶子
「貧困は自己責任なのか」湯浅誠
・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」の活用

【知識・技能】
可視化されにくい社会の問題や人々について深く学び、その構造
的問題を考えることができたか。
【思考・判断・表現】
社会的マイノリティやジェンダー、貧困を生む現代社会の構造に
自分の言葉で問いを持つことができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会問題について意欲を持って考えることができたか。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○ ○

【知識及び技能】社会的マイノリティやジェンダー、
貧困などさまざまな場所で生きる人についての理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】社会的マイノリティや
ジェンダー、貧困などについて社会の在り方を問う力
を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】人間の生活や想像力に
ついて進んで関心を持つ。A 単元・小説を深く読むⅠ「こころ」（上・中） ・指導事項

小説を深く読むことを通して情報リテラシーを磨き、
発話される主体や内容がどのように生まれてくるのか
を理解する。
・教材
「こころ」夏目漱石
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小説の語り手の印象に左右されずに、出来事を整理できたか。
【思考・判断・表現】
語り手「私」がどのように出来事を編集しているのかを通して、
何が起こっているのかが読み解けたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
小説内の「ことば」を自分の言葉から離れて読もうとすることが
できたか。

○

○ ○

○

定期考査 ○

○ 7

【知識及び技能】上中下の全体の構造を理解し、その
時点から語られるバイアスを通したことばを正しく理
解する力を鍛える。
【思考力、判断力、表現力等】印象に流れずに、高度
なコード解釈とリテラシーを用いて内容を整理する。
【学びに向かう力、人間性等】集めた情報を整理し
て、いつ何が起こっているのかを明確にする。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】他者の言葉をどのように受け止めて
いくのか、身体を持ったことばとの向き合い方を学
ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】全体の構成を踏まえた
ときに新しい気づきや問題を発見する。
【学びに向かう力、人間性等】他者と読解や意見を交
換し合い、「こころ」の魅力にせまる。

A 単元・民主主義再考 ・指導事項
日本の民主主義について、社会の背景や歴史を踏まえ
て再考する力を育成する。
・教材
「であることとすること」丸山眞男
「ぼくらの民主主義なんだぜ」高橋源一郎
・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」の活用

【知識・技能】
二項対立を踏まえ、主張と論拠などが整理できたか。
【思考・判断・表現】
複雑な論理をおさえ、現在の日本社会の問題が把握できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
語句を捉えなおし、論理の構造をつかんだうえで、合意形成を図
りながら、建設的な態度で話し合いができたか。

○ ○

○ 1

期
末
考
査
ま
で

A 単元・小説を深く読むⅡ「こころ」（下） ・指導事項
小説を深く読むことを通して、他者の言葉を他者の文
脈で理解する力を育成する。
・教材
「こころ」夏目漱石

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小説の読み方を理解し、実践できたか。
【思考・判断・表現】
初読の時とは異なる「こころ」を発見し、人間に対する洞察や他
者理解を深めることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
意見を交換し合い、進んで推察したり、話し合ったりしたか。

○ ○ ○ 6

4

【知識及び技能】戦後の日本の思想を題材に「自由」
や「権利」について考える。
【思考力、判断力、表現力等】明治維新から戦後ま
で、日本社会の在り方を俯瞰し、これからの日本社会
を模索する。　　　　　　　　　　　　　　　　【学
びに向かう姿勢、人間性等】民主主義について考え、
意見を交換する。

○

○

定期考査 ○ ○ ○ 1

11

【知識及び技能】さまざまなジャンルの情報から知識
の再構成を行い、新たな価値を見出す。
【思考力、判断力、表現力等】論理的に考える力や新
たな価値を創造する力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】言葉の捉えなおしに
よって新しい価値観を見出す態度を育成する。

３
学
期

A 単元・言葉が景色を変えていく（環境） ・指導事項
　言葉が変わることによって世界の見え方が更新され
ることを実感する。
・教材
「人新世における人間」吉川浩満
「陰翳礼賛」谷崎潤一郎
「金繕いの景色」藤原辰史
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
さまざまな情報から知識を再構成し、新しい価値を見出せたか。
【思考・判断・表現】
言葉の捉えなおしによって同じものが違って見えたり、新たな価
値の創造を感じたり、表現することができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉を通して物事の価値や意味を捉えなおす意欲が持てたか。

○

○

○ ○ ○

6

【知識及び技能】近代の有名な韻文に触れ、韻文のリ
ズムを味わう。
【思考力、判断力、表現力等】音読を通して韻文が作
る世界を体感し、豊かな世界を想像する力を育成す
る。
【学びに向かう力、人間性等】言葉の持つ音楽性に親
しみ、豊かな人間性を養う。

定期考査 ○ ○ ○ 1

○

A 単元・韻文 ・指導事項
　近代の韻文（詩歌）を味わい、散文では表現できな
いものがあることを学ぶ。
中原中也・室生犀星・宮澤賢治・谷川俊太郎などの詩
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
近代の有名な韻文を味わえたか、また韻文の近代史を理解できた
か。
【思考・判断・表現】
散文では表現できない韻文の世界を体感し、詩歌の豊かさについ
て深く学ぶことができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
詩歌を音読し、意欲的に受容するとともに、詩歌の魅力について
すすんで理解しようと努めたか。

○ ○ ○

合計

70

領域

○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

態

○ ○ ○

○

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｇ 組 単位数： 単位

教科担当者： 日本史分野：三池里歩　　世界史分野：濵野勇介

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 歴史総合

地理や歴史に関わる諸事象について,よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。


歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く
相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理
解する。諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて
構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする
態度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを
深める。

3

山川出版社「歴史総合　近代から現代へ」（2023年3月5日発行　岸本美緒、鈴木淳）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史に関して理解するとともに,調査や諸資料から情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。



地理や歴史に関わる事象の意義,特色,相互の関連を,多面的・多角的に考察する力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論したりする力を養う。


態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元
【教科書第Ⅰ部第１章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、18世紀の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形

成に関わる18世紀の歴史を理解させるとともに、諸資料から18世紀の世界とその中の日本に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま

とめる技能を身に付けることができるようにする。

また、18世紀の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、18世紀の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う

とともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

【知識、技能】

18 世紀のアジアや日本における生産と流通、アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国の貿易などを基に、18 世紀のアジアの経済と社会

を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

18 世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較した

り、相互に関連付けたりするなどして、18 世紀のアジア 諸国における経済活動の特徴、アジア各地域間の関係、アジア諸国と欧米諸国

との関係などを多面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

18世紀の世界に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについて

の自覚などを深めさせる。

A 単元
【教科書第Ⅰ部第２章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、18世紀の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形

成に関わる18世紀の歴史を理解させるとともに、諸資料から18世紀の世界とその中の日本に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま

とめる技能を身に付けることができるようにする。

また、18世紀の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、18世紀の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う

とともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 3

【知識、技能】

産業革命と交通・通信手段の革新、中国の開港と日本の開国などを基に、工業化と世界市場の形成を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

産業革命の影響、中国の開港と日本の開国の背景とその影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比

較したり、相互に関連付けたりするなどして、アジア諸国と欧米諸国との関係の変容などを多面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

18世紀の世界に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについて

の自覚などを深めさせる。

期
末
考
査
ま
で

A 単元
【教科書第Ⅰ部第４章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、18世紀後半以降の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸

課題の形成に関わる18世紀後半以降の歴史を理解させるとともに、諸資料から18世紀後半以降の世界とその中の日本に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、18世紀後半以降の歴史の変化に関わる事象の意味や

意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想し

たことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、18世紀後半以降の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態

度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○

【知識、技能】

第一次世界大戦の展開、日本やアジアの経済成長、ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合衆国の台頭、ナショナリズムの動向と国際連盟の

成立などを基に、総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制を理解させる。また、大衆の政治参加と女性の地位向上、大正デモクラシー

と政党政治、大量消費社会と大衆文化、教育の普及とマスメディアの発達などを基に、大衆社会の形成と社会運動の広がりを理解させ

る。

【思考力、判断力、表現力等】

第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影響、日本の参戦の背景と影響、第一次世界大戦前後の社会の変化など

に着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、第一次世界大戦の性格と

惨禍、日本とアジア及び太平洋地域の関係や国際協調体制の特徴などを多面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

第一次世界大戦の展開や、第一次世界大戦後の国際協調体制、大衆社会の形成と社会運動の広がりに関して、自ら学ぶ力を養わせる。ま

た、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

7

【知識、技能】

18 世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向、日本の明治維新や大日本帝国憲法の制定などを基に、立憲体制と国民国家の形成

を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

国民国家の形成の背景や影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたり

するなどして、政治変革の特徴、国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

18世紀後半以降の立憲体制と国民国家の形成、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国

の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

定期考査 ○ ○ 1

A 単元
【教科書第Ⅰ部第３章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、18世紀後半以降の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸

課題の形成に関わる18世紀後半以降の歴史を理解させるとともに、諸資料から18世紀後半以降の世界とその中の日本に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、18世紀後半以降の歴史の変化に関わる事象の意味や

意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想し

たことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、18世紀後半以降の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態

度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○

○ 7

【知識、技能】

列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

帝国主義政策の背景、帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国や地域の

動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、帝国主義政策の特徴、列強間の関係の変容などを多面的・多角的に考察し、表現

できる。

【学びに向かう力、人間性等】

列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重

することの大切さについての自覚などを深めさせる。

A 単元
【教科書第Ⅱ部第５章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、第一次世界大戦期から大正期の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉

え、現代的な諸課題の形成に関わる第一次世界大戦期から大正期の歴史を理解させるとともに、諸資料から第一次世界大戦期の世界とそ

の中の日本に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、第一次世界大戦期か

ら大正期の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野

に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。加えて、第一次

世界大戦期から大正期の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度

を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 10

【知識、技能】

世界恐慌、ファシズムの伸張、日本の対外政策などを基に、国際協調体制の動揺を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

経済危機の背景と影響、国際秩序や政治体制の変化などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互

に関連付けたりするなどして、各国の世界恐慌への対応の特徴、国際協調体制の動揺の要因などを多面的・多角的に考察し、表現でき

る。

【学びに向かう力、人間性等】

国際協調体制の動揺に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さに

ついての自覚などを深めさせる。

A 単元
【教科書第Ⅱ部第７章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、第二次世界大戦後の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な

諸課題の形成に関わる第二次世界大戦後の歴史を理解させるとともに、諸資料から第二次世界大戦後の世界とその中の日本に関する様々

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、第二次世界大戦後の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考

察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、第二次世界大戦後の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする

態度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元
【教科書第Ⅱ部第６章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、第二次世界大戦前の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な

諸課題の形成に関わる第二次世界大戦前の歴史を理解させるとともに、諸資料から第二次世界大戦前の世界とその中の日本に関する様々

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、第二次世界大戦前の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考

察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、第二次世界大戦前の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする

態度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 7

定期考査 ○ ○

【知識、技能】脱植民地化とアジア・アフリカ諸国、冷戦下の地域紛争、先進国の政治の動向、軍備拡張や核兵器の管理などを基に、国

際政治の変容を理解させる。また、西ヨーロッパや東南アジアの地域連携、計画経済とその波及、日本の高度経済成長などを基に、世界

経済の拡大と経済成長下の日本の社会を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治に及ぼした影響、冷戦が各国経済に及ぼした影響、地域連携の

背景と影響，日本の高度経済成長の背景と影響などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関

連付けたりするなどして、地域紛争と冷戦の関係、第三世界の国々の経済政策の特徴、欧米やソヴィエト連邦の政策転換の要因などを多

面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】冷戦下の国際政治の変容や世界経済の拡大と経済成長下の日本の社会に関して、自ら学ぶ力を養わせる。

また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

定期考査

○ 7

【知識、技能】第二次世界大戦の展開、国際連合と国際経済体制、冷戦の始まりとアジア諸国の動向，戦後改革と日本国憲法の制定、平

和条約と日本の独立の回復などを基に、第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会への復帰を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大戦後の世界に与えた影響、第二次世界大戦後の国際秩序の形

成が社会に及ぼした影響などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどし

て、第二次世界大戦の性格と惨禍、第二次世界大戦下の社会状況や人々の生活、日本に対する占領政策と国際情勢との関係などを多面

的・多角的に考察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会への復帰に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他

国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

A 単元
【教科書第Ⅲ部第８章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、冷戦期の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形

成に関わる冷戦期の歴史を理解させるとともに、諸資料から冷戦期の世界とその中の日本に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま

とめる技能を身に付けることができるようにする。また、冷戦期の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・多角的

に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ

らを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、冷戦期の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う

とともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 7

【知識、技能】

石油危機、アジアの諸地域の経済発展、市場開放と経済の自由化、情報通信技術の発展などを基に、市場経済の変容と課題を理解させ

る。

【思考力、判断力、表現力等】

アジアの諸地域の経済発展の背景、経済の自由化や技術革新の影響、資源・エネルギーと地球環境問題が世界経済に及ぼした影響などに

着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、市場経済のグローバル化の

特徴と日本の役割などを多面的・多角的に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

市場経済の変容と課題に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ

についての自覚などを深めさせる。

A 単元
【教科書第Ⅲ部第１０章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、現代の世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成

に関わる現代の歴史を理解させるとともに、諸資料から現代の世界とその中の日本に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けることができるようにする。

また、現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視

野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うと

ともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○

1

期
末
考
査
ま
で

A 単元
【教科書第Ⅲ部第９章】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動を行う。

具体的には、教科書や資料集、スライド資料を使用し、グローバル化する世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸

課題の形成に関わるグローバル化の歴史を理解させるとともに、諸資料からグローバル化する世界とその中の日本に関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるようにする。また、グローバル化の歴史の変化に関わる事象の意味や意

義、特色などを、多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想した

ことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養わせる。

加えて、グローバル化の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度

を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めさせる。

・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用

・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 7

○ ○

３
学
期

A 単元

○ 9

【知識、技能】

冷戦の終結、民主化の進展、地域統合の拡大と変容、地域紛争の拡散とそれへの対応などを基に、冷戦終結後の国際政治の変容と課題を

理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】

 冷戦の変容と終結の背景、民主化や地域統合の背景と影響、地域紛争の拡散の背景と影響などに着目して、主題を設定し、日本とその

他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、冷戦終結後の国際政治の特徴と日本の役割などを多面的・多角的

に考察し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

冷戦終結後の国際政治の変容と課題に関して、自ら学ぶ力を養わせる。また、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する

ことの大切さについての自覚などを深めさせる。

定期考査 ○ ○ 1

A 単元

合計

73



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｇ 組 単位数： 単位

教科担当者： 日本史分野：三池里歩　　世界史分野：濵野勇介

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 歴史探究基礎

地理や歴史に関わる諸事象について,よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。


歴史探究基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件と関連付
けながら理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを多面
的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入
れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，
それらを基に議論したりする力を養う。

歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする
態度を養う。

1

山川出版社「歴史総合　近代から現代へ」（2023年3月5日発行　岸本美緒、鈴木淳）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史に関して理解するとともに,調査や諸資料から情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。



地理や歴史に関わる事象の意義,特色,相互の関連を,多面的・多角的に考察する力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論したりする力を養う。


態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

A 単元

期
末
考
査
ま
で

A 単元

A 単元

A 単元

A 単元

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元

A 単元

A 単元

期
末
考
査
ま
で

A 単元

３
学
期

A 単元 (日本史探究)【A(1)1章第1・2節】
(世界史探究)【第1部第1章】
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究した
り解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会
の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ
とを目指す。
・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用
・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○ 4

(日本史探求)

【知識、技能】旧石器文化から縄文文化への変化、弥生文化の成立などを基に、黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成，原始社会

の特色を理解させる。【思考力、判断力、表現力等】 自然環境と人間の生活との関わり、中国大陸・朝鮮半島などアジア及び太平洋地

域との関係、狩猟採集社会から農耕社会への変化などに着目して、環境への適応と文化の形成について，多面的・多角的に考察し、表現

できる。【学びに向かう力、人間性等】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、主体的に探究しようとする態度を養うとともに、

我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

(世界史探求)

【知識、技能】オリエント文明、インダス文明、中華文明などを基に、古代文明の歴史的特質を理解させる。【思考力、判断力、表現力

等】 古代文明に関わる諸事象の背景や原因、結果や影響、事象相互の関連などに着目し、主題を設定し、資料を比較したり関連付けた

りして読み解き、自然環境と生活や文化との関連性、農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察し、表現できる。【学びに向かう

力、人間性等】世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、主体的に探究しようとする態度を養うとともに、我が国の歴

史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

A 単元 (日本史探究)【A(3)2章第1節】
(世界史探究)【第1部第2章】
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究した
り解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会
の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ
とを目指す。
・教科書、資料集、ノート、スライド資料の活用
・教師、生徒、書籍等との対話（話し合い、議論等）

【知識・技能】定期考査

【思考・判断・表現】定期考査等

【主体的に学習に取り組む態度】課題・ノート提出、授業への参加態度
等

○ ○ ○

合計

9

4

(日本史探求)【知識、技能】国家の形成と古墳文化、律令体制の成立過程と諸文化の形成などを基に、原始から古代の政治・社会や文化

の特色を理解させる。【思考力、判断力、表現力等】中国大陸・朝鮮半島との関係、隋・唐など中国王朝との関係と政治や文化への影響

などに着目して、主題を設定し、小国の形成と連合、古代の国家の形成の過程について、事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角

的に考察し、歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表現できる。【学びに向かう力、人間性等】我が国の歴史の展

開に関わる諸事象について、主体的に探究しようとする態度を養うとともに、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する

ことの大切さについての自覚などを深める。

(世界史探求)【知識、技能】秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動向などを基に、東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解させ

る。【思考力、判断力、表現力等】東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景や原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地

域相互の関わりなどに着目し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き、唐の統治体制と社会や文化の特色、唐と

近隣諸国との関係、遊牧民の社会の特徴と周辺諸地域との関係などを多面的・多角的に考察し、表現すること。【学びに向かう力、人間

性等】世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、主体的に探究しようとする態度を養うとともに、我が国の歴史に対す

る愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：横井・信澤）（B組：角田・信澤）（C組：矢野・角田）（D組：宮内・角田）（E組：宮内・信澤）（F組：矢野・信澤）（G組：横井・角田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅱ

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・
積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平
面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現した
り，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数
学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果
を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・
改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

3

数学Ⅱ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

第3章 図形と方程式 ・指導事項
第2節　円
5．円の方程式
6．円と直線
7．2つの円
第3節　軌跡と領域
8. 軌跡と方程式
9. 不等式の表す領域
・教材
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・座標平面上の円を方程式で表すことができる。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式
を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

19

【知識及び技能】
図形と方程式の考えについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目
し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し
たり，図形の性質を論理的に考察したりす
る力，図形と方程式の考え方を用いて事象を的確に表
現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数学的
に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統
合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

第4章 三角関数 ・指導事項
第1節　三角関数
1．一般角と弧度法
2．三角関数
3．三角関数の性質
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・弧度法の考え方で角度を示したり,拡張された一般角で三角関数の値
を表すことができる。
【思考・判断・表現】
・三角関数を単位円を用いて表現したり,既習の三角比の考え方を用い
て様々な問題について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を三角関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
三角関数の考えについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
三角関数に関する様々な性質について考察することが
でき,加法定理から新たな性質を導くことができたり,
式とグラフの関係について多面的に考察することがで
きる力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的
確に表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を
数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

期
末
考
査
ま
で

第4章 三角関数 ・指導事項
第1節　三角関数
4．三角関数のグラフ
5．三角関数の応用
第2節　加法定理
6．加法定理
7．加法定理の応用
8．三角関数の合成
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・三角関数の相互関係などの基本的な性質を理解している。
・三角関数の加法定理や２倍角の公式，三角関数の合成について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・三角関数の加法定理から新たな性質を導くことができる。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を三角関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

【知識及び技能】
指数関数,対数関数の考えについての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数,対数関数に関する様々な性質について考察
することができ,新たな性質を導くことができたり,式
とグラフの関係について多面的に考察することができ
る力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的確
に表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返っ
て統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 15

【知識及び技能】
三角関数の考えについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
三角関数に関する様々な性質について考察することが
でき,加法定理から新たな性質を導くことができたり,
式とグラフの関係について多面的に考察することがで
きる力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的
確に表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を
数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

第5章　指数関数と対数関数 ・指導事項
第1節　指数関数
1．指数の拡張
2．指数関数
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解し，指数法則を用い
て数や式の計算をすることができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
・指数と対数を相互に関連付けて考察することができる。
・指数関数及び対数関数の式とグラフの関係について，多面的に考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問
題解決にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
指数関数,対数関数の考えについての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数,対数関数に関する様々な性質について考察
することができ,新たな性質を導くことができたり,式
とグラフの関係について多面的に考察することができ
る力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的確
に表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返っ
て統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

第6章　微分法と積分法 ・指導事項
第1節　微分係数と導関数
1．微分係数
2．導関数
第2節　導関数の応用
3．接線
4．関数の値の変化
5．最大値・最小値
6．関数のグラフと方程式・不等式
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・微分係数や導関数の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の
導関数を求めることができる。
・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形を
かく方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について考察することができる。
・関数の局所的な変化に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。
・微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

第5章　指数関数と対数関数 ・指導事項
第2節　対数関数
3．対数とその性質
4．対数関数
5. 常用対数
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算を
することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
・指数と対数を相互に関連付けて考察することができる。
・指数関数及び対数関数の式とグラフの関係について，多面的に考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問
題解決にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 17

定期考査 ○ ○

○ 16



・指導事項
第1節　微分係数と導関数
1．微分係数
2．導関数
第2節　導関数の応用
3．接線
4．関数の値の変化
5．最大値・最小値
6．関数のグラフと方程式・不等式
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・微分係数や導関数の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の
導関数を求めることができる。
・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形を
かく方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について考察することができる。
・関数の局所的な変化に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。
・微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

○ 16

【知識及び技能】
微分法と積分法の考えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
微分法と積分法に関する様々な性質について考察する
ことができ,新たな性質を導くことができたり,式とグ
ラフの関係について多面的に考察することができる
力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的確に
表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って
統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

【知識及び技能】
微分法と積分法の考えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
微分法と積分法に関する様々な性質について考察する
ことができ,新たな性質を導くことができたり,式とグ
ラフの関係について多面的に考察することができる
力,二つの数量の関係の考え方を用いて事象を的確に
表現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って
統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○

1

期
末
考
査

ま
で

第6章　微分法と積分法 ・指導事項
第3節　積分法
7．不定積分
8．定積分
9．面積
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・微分係数や導関数の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の
導関数を求めることができる。
・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形を
かく方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について考察することができる。
・関数の局所的な変化に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。
・微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 21

○ ○

３
学
期

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○

○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

合計

105

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：黒崎・宮内）（B組：信澤・宮内）（C組：信澤・宮内）（D組：矢野・宮内）（E組：矢野・宮内）（F組：黒崎・宮内）（G組：松室・宮内）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】
・統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解している。・数学と社会生活との関わ
りについて認識を深めている。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりすることに関する技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表
現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方
法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や
社会
の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を身に付けてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとし
たり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

1

期
末
考
査
ま
で

第2章　統計的な推測 ・指導事項
第1節　確率分布
5. 独立な確率変数と期待値・分散
6. 二項分布
7. 正規分布
第2節　統計的な推測
8．母集団と標本
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・標本調査の考え方について理解している。
・確率変数と確率分布について理解している。
・二項分布と正規分布の性質や特徴について理解している。
・正規分布を用いた区間推定及び仮説検定の方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏差など
を用いて考察することができる。
・目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータ
などの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測
する
ことができる。
・標本調査の方法や結果を批判的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を統計的な推測の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 14

○ ○

○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

【知識及び技能】
・統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解している。・数学と社会生活との関わ
りについて認識を深めている。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりすることに関する技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表
現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方
法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や
社会
の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を身に付けてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとし
たり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

第2章　統計的な推測 ・指導事項
第1節　確率分布
1．確率変数と確率分布
2．確率変数の期待値と分散
3. 確率変数の変換
4. 確率変数の和と期待値
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・標本調査の考え方について理解している。
・確率変数と確率分布について理解している。
・二項分布と正規分布の性質や特徴について理解している。
・正規分布を用いた区間推定及び仮説検定の方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏差など
を用いて考察することができる。
・目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータ
などの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測
する
ことができる。
・標本調査の方法や結果を批判的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を統計的な推測の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

○ 14

【知識及び技能】
数列の考えについての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現
し考察する力，日常の事象や社会の事象を数学化し，
問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考
察したりする力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

期
末
考
査
ま
で

第1章　数列 ・指導事項
第1節　数列とその和
5．階差数列
6．いろいろな数列の和
第2節　数学的帰納法
7．漸化式と数列
8．数学的帰納法
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解している。
・漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡単な漸化
式で表された数列の一般項を求めたりすることができる。
・数学的帰納法について理解している。
【思考・判断・表現】
・事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に
表現し考察することができる。
・事象の再帰的な関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，数列の考えを問題解決に活用することができる。
・自然数の性質を見いだし，それらを数学的帰納法を用いて証明すると
ともに，他の証明方法と比較し多面的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査

ま
で

第1章　数列 ・指導事項
第1節　数列とその和
1．数列
2．等差数列とその和
3．等比数列とその和
4. 和の記号Σ
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ
とができる。
・いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解している。
【思考・判断・表現】
・事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に
表現し考察することができる。
・事象の再帰的な関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，数列の考えを問題解決に活用することができる。
・自然数の性質を見いだし，それらを数学的帰納法を用いて証明すると
ともに，他の証明方法と比較し多面的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

【知識及び技能】
数列の考えについての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現
し考察する力，日常の事象や社会の事象を数学化し，
問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考
察したりする力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数列や統計的な推測の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布
の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考
察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を身に付けている。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・
改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

2

数学B（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 数学B

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学B



○ ○

合計

74

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

第2章　統計的な推測 ・指導事項
第2節
9．標本平均とその分布
10. 推定
11. 仮説検定
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・標本調査の考え方について理解している。
・確率変数と確率分布について理解している。
・二項分布と正規分布の性質や特徴について理解している。
・正規分布を用いた区間推定及び仮説検定の方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏差など
を用いて考察することができる。
・目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータ
などの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測
する
ことができる。
・標本調査の方法や結果を批判的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を統計的な推測の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○

○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 12

【知識及び技能】
・統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解している。・数学と社会生活との関わ
りについて認識を深めている。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりすることに関する技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表
現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方
法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や
社会
の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を身に付けてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとし
たり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○

【知識及び技能】
・統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解している。・数学と社会生活との関わ
りについて認識を深めている。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりすることに関する技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表
現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方
法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や
社会
の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を身に付けてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとし
たり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○

期
末
考
査
ま
で

・指導事項
第1節　確率分布
5. 独立な確率変数と期待値・分散
6. 二項分布
7. 正規分布
第2節　統計的な推測
8．母集団と標本
・教材
教科書（数学B(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・標本調査の考え方について理解している。
・確率変数と確率分布について理解している。
・二項分布と正規分布の性質や特徴について理解している。
・正規分布を用いた区間推定及び仮説検定の方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏差など
を用いて考察することができる。
・目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータ
などの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測
する
ことができる。
・標本調査の方法や結果を批判的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を統計的な推測の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 14

２
学
期



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：横井・信澤）（B組：角田・信澤）（C組：矢野・角田）（D組：宮内・角田）（E組：宮内・信澤）（F組：矢野・信澤）（G組：横井・角田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Cα

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Cα

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，数学的な表現の工夫について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察
する力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・
改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

1

数学C（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

数学
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

期
末
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○

期
末
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

○ ○

３
学
期

第1章　平面上のベクトル ・指導事項
第1節　平面上のベクトルとその演算
1．平面上のベクトル
2．ベクトルの演算
3．ベクトルの成分
4．ベクトルの内積
第2節　ベクトルと平面図形
5．位置ベクトル
6．ベクトルと図形
7．ベクトル方程式
教科書（数学C(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅲ＋C(数研出版)，サクシード 数学Ⅲ＋C(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ
クトルの成分表示について理解している。
・ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解している。
・座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する
ことができる。
・ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形や空間図
形の性質を見いだしたり，多面的に考察したりすることができる。
・数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，ベクトルやその内積の考えを問題解決に活用すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うと
したりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○

○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○

○ ○ 17

【知識及び技能】
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図
形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目
し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

第2章　空間のベクトル ・指導事項
1．空間の座標
2．空間ベクトル
3．ベクトルの成分
4．ベクトルの内積
5．位置ベクトル
6．ベクトルと図形
7．座標空間における図形
教科書（数学C(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅲ＋C(数研出版)，サクシード 数学Ⅲ＋C(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ
クトルの成分表示について理解している。
・ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解している。
・座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する
ことができる。
・ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形や空間図
形の性質を見いだしたり，多面的に考察したりすることができる。
・数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，ベクトルやその内積の考えを問題解決に活用すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うと
したりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ

○ ○ ○ 17



３
学
期

・指導事項
1．空間の座標
2．空間ベクトル
3．ベクトルの成分
4．ベクトルの内積
5．位置ベクトル
6．ベクトルと図形
7．座標空間における図形
教科書（数学C(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅲ＋C(数研出版)，サクシード 数学Ⅲ＋C(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ
クトルの成分表示について理解している。
・ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解している。
・座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する
ことができる。
・ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形や空間図
形の性質を見いだしたり，多面的に考察したりすることができる。
・数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，ベクトルやその内積の考えを問題解決に活用すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うと
したりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ

○ ○ ○

合計

35

17

【知識及び技能】
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図
形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目
し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：田邉）（B組～G組：廣瀬）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎

上記の力をを身につける過程において、粘り強く学習に取り組み、自ら学習を調整しようとすることができることを目指す。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーに
ついての観察，実験などを行うことを通して，物体の運動と様々なエネル
ギーに関する概念や原理・法則の理解を図るとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けさせる。

物体の運動と様々なエネルギーを対象に，探究の過程を通して，情報の
収集，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験データの分析・
解釈，法則性の導出などの探究の方法を習得させるとともに，報告書を
作成させたり発表させたりして，科学的に探究する力を育てる。

物体の運動と様々なエネルギーに対して主体的に関わり，
それらの事物・現象に対する気付きから課題を設定し解決
しようとする態度など，科学的に探究しようとする態度を
養う。

2

実教出版 物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 科学的知識の習得や概念的な理解、実験や観察の操作の基本的な技術の習得を目指す。

習得した「知識・技能」を活用して、科学的課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけることを目指す。

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 第1章　物体の運動
1節　運動の表し方
　1　速さと等速直線運動
　2　速度，位置と変位
  3  平均の速度と瞬間の速度
  4　速度の合成と相対速度
  5　加速度（Ⅰ）〈実験〉
  6　加速度（Ⅱ）
  7　等加速度直線運動（Ⅰ）

【知識・技能】
・速度や加速度について，実験器具を用いて測定しながら運動を解析
し，量的な関係を理解することができる。（課題提出）
・速度や加速度がベクトル量であることや，等速直線運動，等加速度直
線運動を理解することができる。（定期考査）
【思考・判断・表現】
・様々な物体の運動について，速度や加速度などの物理量を用いて，表
現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

【知識及び技能】
・直線運動の変位，速度を扱い，運動の表し方を理解
する。
・直線運動の加速度を学び，等加速度運動について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・物体の運動についての実験を通して，物理量の測定
方法と扱い方を理解する。A 単元 第1章　物体の運動

1節　運動の表し方
  9　落体の運動（Ⅰ）
 10  落体の運動（Ⅱ）
 11　落体の運動（Ⅲ）

【知識・技能】
・落体の運動について，物体の時間や速度，位置についての関係を理解
できる。
【思考・判断・表現】
・物体が重力のみを受けて運動するとき，どのような運動をするかを，
速度，加速度などを用いて的確に表現することができる。（発問評価）
・速度，加速度，力について実験器具を用いて測定しながら運動を解析
し，量的な関係を理解することができる。（課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 3

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】
・物体の重力による運動を調べる。落下運動を等加速
度運動の一例として扱う。
【学びに向かう力、人間性等】

期
末
考
査
ま
で

A 単元 第1章　物体の運動
2節　力と運動の法則
  3  力のつり合い
  4  作用・反作用の法則
  5  慣性の法則
  6  加速度が変化する要因
　　（Ⅰ）〈実験〉
  7  加速度が変化する要因
　　（Ⅱ）

【知識・技能】
・力のつり合いと作用反作用との違いについて関心を持ち，身の回りの
物体が受ける色々な力を理解しようと意欲的に学習に取り組む。また，
物体が受ける力と，運動との関係を意欲的に探求しようとする。（授業
態度）
・探求活動とは何か，また，実験地の扱い方など，探求活動を行うため
に必要な知識や考え方を意欲的に身につけようとする。（授業態度）
【思考・判断・表現】
・力のつり合いと作用反作用との違いを区別し，的確に表現することが

○ ○

【知識及び技能】
・運動の法則について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な問題に，運動方程式を適用できる。

【学びに向かう力、人間性等】

2

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○

A 単元 2節　力
　1  力とは
  2  力の性質

【知識・技能】
・物体が受ける力を見つけることができ，矢印や言葉で表現することが
できる。（定期考査）
・また，力がベクトル量であることを理解し，矢印を使って，合成や分
解した力を求めることができる。（定期考査）
【思考・判断・表現】
・物体が力を受けているかどうか関心を持ち，力を意欲的に見つけよう
とする。（授業態度）
・速度，加速度，力について実験器具を用いて測定しながら運動を解析

○ ○ ○

○ 5

【知識及び技能】
・力のつり合い，作用反作用の法則を学び，作用反作
用と力のつり合いの関係との違いについて理解する。
・摩擦力，圧力，浮力などのいろいろな力について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・慣性の法則を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】A 単元 第1章　物体の運動

2節　力と運動の法則
  8  運動の法則
  9  運動方程式の活用（Ⅰ）
 10  運動方程式の活用（Ⅱ）
 11  摩擦を受ける運動（Ⅰ）
 12  摩擦を受ける運動（Ⅱ）
 13  気体や液体から受ける力
　　（Ⅰ）

【知識・技能】
・運動と力に関する物理学の量的関係と向きに関する関係を理解し，運
動の法則に基づいて様々な運動の規則性を見つけ，それらの運動を再
現，考察することができる。（定期考査）
【思考・判断・表現】
・運動の原因となる力を探る過程を通して，運動の法則を理解し，運動
方程式に表すことができる。（課題提出）
・物体が静止しているときや，運動しているときに，物体が受ける摩擦
力について，その向きや大きさがどのようになるかを理解し，的確に表

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】
・エネルギーは，物体のする仕事で測定できること，
仕事の原理，仕事率の定義を理解する。
・運動している物体がエネルギーを持つこと，運動物
体のエネルギーと仕事の関係を理解する。
・高いところにある物体や変形した物体がエネルギー
を持つことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】A 単元 第2章　エネルギー

2節　熱
　1  熱と温度
　2　熱量の保存（Ⅰ）〈実験〉
  3  熱量の保存（Ⅱ）
  4  物質の状態変化
  5  熱の利用

【知識・技能】
・熱と温度の違いについて，原子や分子の熱運動の観点から定性的に理
解することができる。（発問評価）
・熱についての観察，実験など適切に実施し，熱と温度，熱の利用につ
いて理解することができる。（課題提出）
【思考・判断・表現】
・熱の移動にともなう温度変化についての，観察や実験を通して，高温
物体と低温物体が接触して熱平衡に至る際に，熱量が保存されることに
ついて考察し，比熱，質量，温度変化の関係について，的確に表現する

○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 第2章　エネルギー
1節　運動とエネルギー
　1  仕事とエネルギー
　2　運動エネルギー
　3　力の向きと運動の向きが
　　異なる場合の仕事と運動エ
　　ネルギー
　4　位置エネルギー
  5  力学的エネルギー保存の

【知識・技能】
・運動状態や位置，基準面の違いなどにより，物体の持つエネルギーが
異なることを理解できる。（発問評価）
・運動エネルギー，位置エネルギーなどを測定する実験を的確に実施
し，運動エネルギーと位置エネルギーについて，仕事と関連付けて理解
することができる。
【思考・判断・表現】
・物体が仕事をされることにより，そのエネルギーが変化する現象につ
いて，考察し，物体が持つエネルギーは，力が物体にする仕事から測定

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

○ 5

【知識及び技能】
・熱のマクロ的な意味，ミクロ的な意味を理解する。
・熱運動・温度・熱の伝わり方・物質の三態について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・熱と仕事の同等性と違いについて理解する。仕事と
熱はどちらも移動するエネルギーであり同等のはたら
きをするが，仕事はすべて熱に変換できるが，熱をすA 単元 ・指導事項

・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

【知識及び技能】
・波を表すさまざまな量や用語を理解し，使えるよう
になる。
・波の重
【思考力、判断力、表現力等】
・波の性質，特に媒質の運動と波の伝播の違いを理解
する。
ね合わせの原理と波の独立性を理解する。波の重ね合 第3章　波

2節　音波
　1　音の基本的な性質
　2　音のさまざまな現象
　3　弦の振動
　4　気柱の共鳴（Ⅰ）<実験>
　5　気柱の共鳴（Ⅱ）

【知識・技能】
・弦に生じる定在波（弦の固有振動）について理解し、弦楽器から生じ
る音がどのようなものかという認識を持つことができる。（発問評価）
・気柱の共鳴について科学的な探究をおこない、管内に生じている定在
波（気柱の固有振動）について理解することができる。（課題提出）
【思考・判断・表現】
・重ね合わせの原理より、音波のうなりについて理解し、うなりの周期
について適切に説明することができる。（発問評価）
・うなりや弦の固有振動、気柱の固有振動といった現象が波の一般的な

○ ○

期
末
考
査
ま
で

A 単元 第3章　波
1節　波の性質
　1　波の動きと表し方
　2　波の速さと波を表すグラフ
　3　縦波と横波
　4　波の独立性と重ね合わせ
　　の原理
　5　定在波（定常波）
　6　波の反射

【知識・技能】
・ウェーブマシンやひもにより起こした波を観察し，波の動きと媒質の
各点の動きの関係や、周期と振動数の関係などを理解することができ
る。（課題提出）
【思考・判断・表現】
・波動現象を表すグラフが2種類あり、与えられた条件と組み合わせて
一方のグラフから他方のグラフへ変換することができる。（課題提出）
・波の反射には2種類あり、それぞれにおいて入射した波と反射された
波の関係がどのようになるかを理解し、反射波の作図ができる。（課題

○ ○ ○ 6

○ ○

３
学
期

A 単元 第4章　電気
1節　物質と電流
　1　電流
　2　抵抗率（Ⅰ）<実験>
　3　抵抗率（Ⅱ）

【知識・技能】
・原子の構造を基に，物体の帯電のしくみや静電気力の関係を適切に説
明できる。（発問評価）
・抵抗の大きさについて科学的な探究をおこない、導体の形状と抵抗の
大きさの関係について理解することができる。（課題提出）
【思考・判断・表現】
・電流の大きさや向き、電圧について理解し，導線を移動する電子との
関係を適切に説明できる。（発問評価）
・直列接続や並列接続における合成抵抗について理解することができ、

○

○ 5

【知識及び技能】
・波の伝わり方が波の性質を示すことから，音が波で
あることを理解する。
・定在波の知識から，弦の振動や気柱の振動のどちら
にも固有振動が生じることを理解する。
・共振や共鳴は，同じ固有振動を持つ発音体の間で生
じることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】定期考査 ○ ○

○ ○ 3

【知識及び技能】
・静電気の発生する仕組みや原因を探り，その正体を
理解する。
・電流の正体と電荷の移動との関係を理解させる。
・電圧，オームの法則，抵抗の接続，抵抗率について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ジュール熱，電力量，電力を学習し，電気と仕事・A 単元 第4章　電気

2節　磁場と電流
　1　発電のしくみ
　2　交流の利用

第5章　物理と社会
1節 エネルギーとその利用
　1　エネルギーの変換と保存
　2　エネルギー資源とその利

【知識・技能】
・コイル内の磁場の変化と電流の関係を基に，電磁誘導について適切に
説明することができ、継続的な発電はどのようにすればできるのか考察
することができる。（発問評価）
・電気と磁気に関する基本的な現象について系統的に理解するととも
に、与えられた条件よりさまざまな物理量を求めることができる。（定
期考査）
【思考・判断・表現】
・モーターや手回し発電機、変圧器の仕組みについて理解するととも

○ ○ ○

合計

58

6

【知識及び技能】
・電流と磁場の関係や磁場から電流が受ける力の基本
について理解し，モーターや発電機の原理を理解す
る。
・直流と交流の違い，交流に実効値があることを理解
する
・変圧器と電力の輸送について理解する。
・原子の構造と放射線や放射能について理解する。定期考査 ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：飯島）（B組：村澤）（C組：村澤）（D組：飯島）（E組：飯島）（F組：村澤）（G組：村澤）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物

理科的なものの見方や考え方を自ら意欲的に身につけようとする力

生物

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解する
とともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

2

高校生物基礎　新訂版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 理科的なものの見方や考え方　・自然事象に対する概念や原理・法則の体系的な理解・観察、実験、調査についての技能

知識・技能を活用できる力　・自然事象から見通しを立て課題や仮説を設定する力・観察、実験の組み立てから得られた結果を分析して解釈する力

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元
第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性

・生物の共通性と多様性をこの科目の導入に位置づ
け，以降の学習においてこの視点を意識させて展開す
る。
・原核細胞と真核細胞を学習する際に，両者の観察を
行う。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識及び技能】
・生物の共通性と多様性について，すべての生物で細胞が共通の構造であることを理解してい
る。
・原核細胞と真核細胞の違いについて，それらの細胞に含まれる細胞小器官の違いとともに理解
している。
・試料の採取，染色などを行い，光学顕微鏡で観察する技能を習得している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得している。（実験評価)
【思考力、判断力、表現力等】
・資料や実験をもとに，生物に共通する性質を見いだし表現することができる。
・細胞が生物の基本構造であることを，生物学的な視点から考察することができる。
（発問評価・課題提出）
【学びに向かう力、人間性等】
・生物の共通性を，実験や観察を通して見いだし，理解しようとする。
・原核細胞と真核細胞について，その細胞に含まれる細胞小器官を基に，違いを理解しようとす
る。
（発問評価・授業態度）

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

・様々な生物の比較に基づいて，生物は多様でありながら共通
性をもっていることを見いだして理解する。
・生物が共通性を保ちながら進化し多様化してきたこと，共通
性は起源の共有に由来することを理解させる。
・生物に共通する性質は細胞であることを理解させる。また，
細胞にも原核細胞と真核細胞があることを細胞の内部構造とと
もに理解させる。

A 単元
　2節　細胞とエネルギー

・時間がある場合は，酵素の基質特異性や最適条件，
呼吸や光合成の反応の過程などにも触れる。
・時間がある場合は，細胞の共通性に関連して，呼吸
と光合成が行われる細胞小器官の起源についても触れ
る。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光合成から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は，酵素が触媒していることを理解している。
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を，関連づけて考察し，それを表現できる。
（発問評価・課題提出）
・カタラーゼを用いた実験から，酵素の作用と作用する物質の関係について結果を導き出すことができる。
（実験評価）
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料に基づいて，生命活動にエネルギーが必要であることを理解しようとする。また，呼吸や光合成から得ていること
を理解しようとする。
・体内で行われる化学反応は，酵素が関わっていることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○

○ 6

　2節　遺伝情報とタンパク質の合成
・さまざまな生命現象にはタンパク質が関わっていることに触れ，それ
らタンパク質がDNAの遺伝情報に基づいて合成されることを理解させる。
・DNAからタンパク質が合成される際には，転写・翻訳が行われることを
理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつねに発現しているわけではないことを理
解させる。

6

・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解させる。その際，呼
吸と光合成の概要を扱う。
・代謝の反応が行われるときに，酵素がどのように関与しているのか理
解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成する反応であることを理解させる。

期
末
考
査
ま
で

A 単元
2節　遺伝情報とタンパク質の合成

・時間があれば，アミノ酸の構造やタンパク質の立体
構造について触れる。
・転写，翻訳の過程の詳細について，必要であれば触
れる。また，その際，トリプレットとコドンの関係に
ついても触れる。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が合成されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに特定の遺伝子が発現することを理解する。
（定期考査）
・試料の採取，染色などを行い，光学顕微鏡で観察する技能を習得している。
（実験評価）
【思考・判断・表現】
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成される過程を体系的に考察し，表現できる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク質が合成されることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○ ○

6

・DNAの構造や性質を，研究史を展開しながら理解させる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製され質・量ともに均等に分配されること
により遺伝情報が伝えられることを理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期にあわせて行われることを理解させる。

定期考査 ○ ○ 1

A 単元
　1節　遺伝情報とDNA

・時間がある場合は，DNAの分子構造や，染色体の構
造についても触れる。
・体細胞分裂の過程については，中学でも学習してい
ることに留意する。
・時間があれば，減数分裂時のDNA量の変化を体細胞
分裂と比較して，違いを理解させる。
また，DNA複製の過程についても理解させる。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・DNAが二重らせん構造であること，そのため，2本鎖の塩基配列は相補的であることを理解している。
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理解している。
・体細胞分裂が行われる際に，遺伝情報の同一性が保たれることを理解している。
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見いだすことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明することができる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの性質や構造を，DNAの研究史とともに理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係について理解しようとする。
・細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が正確に複製されるしくみを見いだし，理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○

・動物が体内環境をもち，外界からの影響を適切に調節していることを
理解させる。
・恒常性により，体内環境が保たれていることを理解させる。
・体液を調節することで，体内環境が保たれていることを理解させる。

A 単元
　2節　体内環境の維持のしくみ

・神経系については，中枢神経系と末梢神経系に分けられることを扱
い，脳幹の働きに関連して脳死についても触れる。
・内分泌系については，血液中に分泌されるホルモンが標的器官に情報
を伝達することで調節が行われることを扱い，神経系に比べて持続的な
調節が行われることにも触れる。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・神経やホルモンの働きにより体内環境が維持されることを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖濃度が保たれることを理解しており，ホルモンの分泌不足による発症する疾患についての知
識を得ている。
（定期考査）
・実験により得られたデータを比較・分析することにより，結論を導き出すことができる。
（課題提出・実験評価）
【思考・判断・表現】
・体の調節に関する観察，実験などを行い，体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだして理解するこ
とができる。
・血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律神経系の両方の働きから説明できる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察，実験に基づいて，体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだし，理解しようとする。
・資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が調節されるしくみを見いだし，理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元
第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境

・体液の成分や血液循環，血液凝固に触れる。
・腎臓が塩類濃度調節や老廃物除去に関わること，肝臓の機能が体液調
節に関わることについても触れる。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意味を理解している。
・腎臓での塩類濃度の調節や，肝臓による物質の合成・分解などのしくみを理解している。
（定期考査）
・解剖など生体を扱う技能を習得している。
（実験評価）
【思考・判断・表現】
・腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ過・再吸収のしくみを説明することができる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・外界の環境が変化しても，体内環境は一定の範囲に保たれていることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○

・ヒトには異物を排除する防御機構が備わっているこ
とを見いだして理解させる。
・病原体の侵入を防ぐための，異物を認識し，排除す
るしくみを理解させる。
・免疫のしくみの概要を取り上げ，体液性免疫や細胞
性免疫について理解させる。
・一次応答と二次応答の違いを理解させ，同じ疾患に
二度かかりにくい理由を考察させる。定期考査

○ 5

・体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだして理解
させる。
・体内環境の調節に，神経系と内分泌系が関わっていることを理解させ
る。
・体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見いだして理解させる。
・ヒトの体液濃度の調節が，自律神経とホルモンの作用により一定の範
囲に保たれていることを理解させる。
・血糖濃度がホルモンと自律神経が関わるしくみで調節されていること
について理解させ，調節ができなくなったときに発症する疾患について
も触れる。

A 単元 ・二次応答における記憶細胞の存在や，予防接種など
の医療利用についても取り上げる。
・身近な疾患として花粉症やエイズなどを取り上げ
る。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患について理解している。
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・資料に基づいて，異物を排除する防御機構が備わっていることを見出して理解することができる。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体系的に考察し，表現することができる。
・ヒトの免疫疾患について，身近な例をもとに説明することができる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○ ○ ○ 5

・生物は環境からの影響を受けながら存在し，生態系には多様な生物が
存在することを理解させる。
・陸上には，草原や森林などのさまざまな植生があることを理解させ
る。
・植生は不変ではなく，光の量や植生をとり巻く環境から影響を受けて
変化していくことを理解させる。
・環境形成作用により土壌が形成されることを理解させる。
・植生内の光環境の変化や土壌の発達によって遷移が進行することを理
解させる。

A 単元 ・バイオームの定義についてはその構成要素に動物も
含まれるが，生物基礎ではおもに植物で説明を行うこ
とに留意する。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・地球上には，気温や降水量ごとにさまざまなバイオームが成立してい
ることを理解している。
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・気温や降水量によって成立するバイオームが異なるのは，バイオーム
を構成する植物種がその場所の気温や降水量に適応しているためである
と考察し，それを表現することができる。
（発問評価・課題提出）

○ ○

1

期
末
考
査
ま
で

A 単元
第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち

・植物の環境形成作用が遷移の進行に影響すること，遷移の進み方はす
べての植生で必ずしも同じではないことに留意させる。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの植生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種により
植生が変わっていくことを理解している。
・植生の遷移についてその過程を理解している。
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・資料に基づいて，遷移の要因を見いだして理解することができる。
・植生の遷移が，光環境や土壌の変化によってどのように進むかを説明できる。
（発問評価・課題提出）
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料に基づいて，植生が変化する要因を見いだし，その要因が植生にどのように影響するかを
理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

○ ○ ○ 5

○ ○

３
学
期

A 単元
　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全

・生物の関係性については捕食と被食を中心に扱い，生産者，消費者(分
解者)について触れる。
・人間活動の影響により，生物の多様性に変化がみられた例について
は，科学的なデータや根拠を示して，生態系の保全の重要性を理解させ
る。
・生物の多様性の低下と関連させて，生物の絶滅についても扱う。
・自作プリント、教科書、PPT

【知識・技能】
・生態系内における種多様性，生物どうしのかかわりあいについて理解している。
・生態系のバランスや，生態系の保全の重要性について理解している。
（定期考査）
・野外で行う調査・実験の方法を習得している。
（実験評価）
・インターネットや文献などを用いて，調査する方法を習得している。
（課題提出）
【思考・判断・表現】
・生態系と生物の多様性に関する観察，実験などから，生態系における生物の種多様性を見いだ
すことができる。
・生態系の保全の重要性について，生物の多様性の視点から考察することができる。
・世界の環境問題について，情報を調査し，自分の考えをまとめ，表現することができる。
（発問評価・課題提出）

○

○ 6

・気温や降水量の違いにより，地球上には多くのバイオームが成立して
いることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・荒原のバイオームとなることを理解さ
せる。
・バイオームの構成要素である植物種を取り上げ，その場所の気温や降
水量に適応していることを理解させる。
・日本のバイオームについても，その構成種とともに理解させる。

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 18

・生態系における生物の種多様性について理解させる。
・生物の種多様性と生物間の関係性とを関連付けて理解させる。
・捕食によって物質とエネルギーが移動することを理解させる。
・生態系のバランスと，人為的攪乱によりそのバランスが崩れる場合が
あることを理解させる。
・生態系の保全の重要性について認識させる。
・自然環境の保全に寄与する態度を育てる。

合計

73

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位
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【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

定期考査 電池・電気分解・有機化合物 ○ ○

３
学
期

芳香族化合物② ・芳香族カルボン酸
・芳香族アミン
・有機化合物の分離

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○

定期考査 電池・電気分解・有機化合物 ○ ○

○ ○ 9

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

期
末
考
査
ま
で

芳香族化合物① ・ベンゼン
・芳香族炭化水素
・フェノール類

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○ ○ 6

なし

○ 4

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

酸素を含む脂肪族② ・カルボン酸
・油脂
・セッケン
・合成洗剤

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

酸素を含む脂肪族① ・アルコール
・エーテル
・アルデヒド
・ケトン

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○ ○ 4

定期考査 電池・電気分解・有機化合物 ○ ○

定期考査

○ 4

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

4

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

期
末
考
査
ま
で

脂肪族炭化水素 ・炭素と水素から成る化合物
・アルカン、アルケン、アルキン

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○

定期考査 なし ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

電池 ・ボルタ電池
・ダニエル電池
・鉛蓄電池
・燃料電池
・実用電池（リチウムイオン電池ほか）

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

電気分解 ・さまざまな溶液の電気分解
・ファラデーの法則

【知識・技能】本章で学ぶ事項について，基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】本章で学ぶ事項について，問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章で学ぶ事項について，主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。また，粘り強く学習に取り組み学習を調整している。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について
理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付ける。

観察，実験などを行い，科学的に探究できるようになる。 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする。粘り強く学習に取り組み、自ら学習を
調整しようとすることができるようになる。

1

数研出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 科学的知識の習得や概念的な理解、実験や観察の操作の基本的な技術の習得。

習得した「知識・技能」を活用して、科学的課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につける。

理科 化学特論

上記の力をを身につける過程において、粘り強く学習に取り組み、自ら学習を調整しようとすることができるようになる。

化学特論



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A・B組：蓑輪・柳屋・渡辺）（C・D組：蓑輪・柳屋・渡辺）（E・F組：蓑輪・柳屋・渡辺）（G組：蓑輪・高師・成田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

○ ○

3

1

10

10

○ ○ ○

○ ○ ○

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによって、攻防ができ
た。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができた。

体育の授業の進め方 プリント提出

体つくり運動

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるよう
にする。

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できたか。

○ ○

3

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

バレーボール

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

バスケットボール

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きに
よって、攻防をできるようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

オリエンテーション

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育理論 【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見し、
解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○ ○

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、
生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、運動の
多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身につけ
るようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、校正に取り組む、
互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全をかくほして、生涯にわたって継続して運動に親
しむ態度を養う。

3

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他社に伝える力を養う。

保健体育 体育（男子）

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育（男子）



○ ○

合計

105

5

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習
について振返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査

３
学
期

サッカー ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きによって空間への侵入
などから攻防をすることができたか。
【思考・判断・表現】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。

○

○ 12

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定した
ボール操作と状況に応じた守備などによって攻防をす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

定期考査

○ ○ 13

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

持久走 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができた。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習について振返ること
ができた。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組むことができた。

○

期
末
考
査
ま
で

バドミントン ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連携した動きによって
攻防ができるようなったか。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組めたか。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすることができたか。

○ ○ ○ 12

○ ○

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連
携した動きによって攻防ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。

ソフトボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応
じた守備などによって攻防をすることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。

○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

テニス ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空
間を作り出すなどの攻防をすることができた。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組むことができた。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあうことができた。

○ ○ ○ 12

定期考査

定期考査

○ 12

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定した
ボール操作と状況に応じた守備などによって攻防をす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空間を作り出すなどの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。

ソフトボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応
じた守備などによって攻防をすることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えようとしたか。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあえたか。

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えよ
うとする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあおうとするこ
と。

○ ○○ 12

１
学
期

期
末
考
査
ま
で

水泳



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A・B組：蓑輪・柳屋・渡辺）（C・D組：蓑輪・柳屋・渡辺）（E・F組：蓑輪・柳屋・渡辺）（G組：蓑輪・高師・成田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育（女子）

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育（女子）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を
身につけるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、校正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全をかくほして、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

3

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他社に伝える力を養う。

態 配当
時数

１

学

期

中

間

考

査

ま

で

オリエンテーション

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 12

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えよ
うとする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあおうとするこ
と。

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

期

末

考

査

ま

で

水泳 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えようとしたか。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあえたか。 ○ ○

定期考査

サッカー

２

学

期

中

間

考

査

ま

で

バレーボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。

○ ○ ○ 12

定期考査

定期考査

○ 12

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連
携した動きによって攻防ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

バドミントン ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連携した動きによっ
て攻防ができるようなったか。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて取り組めたか。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすることができたか。

○ ○

体つくり運動

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるよう
にする。

体育理論

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

ソフトボール

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定した
ボール操作と状況に応じた守備などによって攻防をす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ 1

3○ ○ ○

体育の授業の進め方 プリント提出

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できたか。

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に
応じた守備などによって攻防をすることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。

○ ○ ○

○ ○ ○

10

10

3○ ○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きによって空間への侵
入などから攻防をすることができたか。
【思考・判断・表現】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。



２

学

期

期

末

考

査

ま

で

バレーボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 12

３

学

期

バスケットボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○

○ 12

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空間を作り出すなどの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。

定期考査

○ ○ 13

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きに
よって、攻防をできるようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

持久走 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習について振返るこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとする。

○ ○ ○

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

テニス ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

合計

105

5

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習
について振返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （A・F組：渡辺　）（B・D・E組：蓑輪　）（C・G組：高師　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

一
学
期
中
間
考
査
ま

で

  定期考査

一
学
期
期
末
考
査
ま

で

○ ○ ○ 1

 生涯を通じる健康 ⑦
　結婚生活と健康
【知識及び技能】
心身の発達と結婚生活の関係について理解できる。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　心
身の発達と結婚生活の関係について説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
結婚生活を健康的に送るために必要な考え方や行動をあ
げることができ、ノートやプリントにまとめることがで
きる。

【知識及び技能】
心身の発達と結婚生活の関係について理解できたか。
【思考・判断・表現】
心身の発達と結婚生活の関係について説明できたか。
【学びに向かう力・人間性等】
結婚生活を健康的に送るために必要な考え方や行動をあげることができ、
ノートやプリントにまとめることができたか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ 1

【知識及び技能】
家族計画の意義と適切な避妊法について理解することが
できる。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　家
族計画の意義と適切な避妊法について説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響について説明ができ、
ノートやプリントにまとめることができる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
家族計画の意義と適切な避妊法について理解できたか。
【思考・判断・表現】
家族計画の意義と適切な避妊法について説明できたか。
【学びに向かう力・人間性等】
人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響について説明ができ、ノートやプリント
にまとめることができたか。

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
家族計画の意義と適切な避妊法について理解できたか。
【思考・判断・表現】
家族計画の意義と適切な避妊法について説明できたか。
【学びに向かう力・人間性等】
人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響について説明ができ、ノートやプリント
にまとめることができたか。

○ 1

 生涯を通じる健康 ④
　妊娠・出産と健康 ①

○ ○ 1

 生涯を通じる健康 ⑦
　避妊法と人工妊娠中絶 ②

○ ○

【知識及び技能】　　　　　　　　　　　　　　　　妊
娠・出産にかかわる健康課題を理解することができる。
【思考・判断・表現】妊娠・出産の過程における健康課
題について説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
妊娠・出産に活用できる母子保健サービスの例をあげ、
ノートやプリントにまとめることができる。

【知識及び技能】
妊娠・出産の過程における健康課題について理解できたか。
【思考・判断・表現】妊娠・出産における健康課題について説明できた
か。
【学びに向かう力・人間性等】
妊娠・出産に活用できる母子保健サービスの例をあげることができたか。 ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

 生涯を通じる健康 ⑤
　妊娠・出産と健康 ②
【知識及び技能】　　　　　　　　　　　　　　　　妊
娠・出産にかかわる健康課題を理解することができる。
【思考・判断・表現】妊娠・出産の過程における健康課
題について説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
妊娠・出産に活用できる母子保健サービスの例をあげ、
ノートやプリントにまとめることができる。

【知識及び技能】
妊娠・出産の過程における健康課題について理解できたか。
【思考・判断・表現】妊娠・出産における健康課題について説明できた
か。
【学びに向かう力・人間性等】
妊娠・出産に活用できる母子保健サービスの例をあげることができたか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

 生涯を通じる健康 ⑥
　避妊法と人工妊娠中絶 ①

1

  定期考査 1

 生涯を通じる健康 ② 【知識・技能】
思春期における体の変化を女性と男性に分けて説明
できる。
【思考・判断・表現】
思春期の心の発達にかかわって起こる問題について　例をあげることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○

　思春期と健康 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

 生涯を通じる健康 ③

【知識及び技能】
思春期における体の変化を女性と男性に分けて説明
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
思春期の心の発達にかかわって起こる問題について　例
をあげることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
思春期の心の発達にかかわって起こる問題について　例
をあげることができ、ノートやプリントにまとめること
ができる。

【知識及び技能】　　　　　　　　　　　　　　　　思
春期における性意識の男女差を理解し、男女のとる行動
が異なることを理解する。　　　　　　　　　　【思
考・判断・表現】性意識の男女差について例をあげて説
明できる。
【学びに向かう力・人間性等】性情報が性行動の選択に
影響を及ぼす例をあげ、ノートやプリントにまとめるこ
とができる。

・指導事項
・教材
・一人一台端末の活用

【知識及び技能】
思春期における性意識の男女差を理解し、男女のとる行動が異なることを
理解できたか。
【思考・判断・表現】
性意識の男女差について例をあげて説明できたか。
【学びに向かう力・人間性等】
性情報が性行動の選択に影響を及ぼす例をあげ、ノートやプリントにまと
めることができたか。

○ ○

○ 1

【知識及び技能】
生涯を通じる健康について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージと健康の関連について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
各ライフステージで活用できる社会からの支援について
例をあげることができ、ノートやプリントにまとめるこ
とができる。

　
【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 1

【知識・技能】
生涯を通じる健康について理解を深めることができたか。
【思考・判断・表現】
ライフステージと健康の関連について説明できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
各ライフステージで活用できる社会からの支援について例をあげることが
でき、ノートやプリントにまとめることができたか。

　ライフステージと健康 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

１
学
期

オリエンテーション

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

　性意識と性行動の選択

保健の授業の進め方

 生涯を通じる健康 ①

○ ○

【知識及び技能】
家族計画の意義と適切な避妊法について理解することが
できる。。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　家
族計画の意義と適切な避妊法について説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響について説明ができ、
ノートやプリントにまとめることができる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

保健体育 保健

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健

態
配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能
を身につけようとする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、目的や状況に応じて他社に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づく
りを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

1

現代高等保健体育   副教材：図説現代高等保健

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他社に伝える力を養う。



【知識・技能】　作成したレポートを発表原稿にできたか。
【思考・判断・表現】　グループごとに発表準備ができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　作成したレポートを発表原稿にできたか。
【思考・判断・表現】　グループごとに発表準備ができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　作成したレポートを発表原稿にできたか。
【思考・判断・表現】　グループごとに発表準備ができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

　課題研究発表 振り返り
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○

1

1

1

○

○

○

○

○

○

1

1

　課題研究発表 ⑭
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

　課題研究発表 ⑮
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

　課題研究発表 振り返り
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

1

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 1

1

1

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 1

　課題研究発表 ③

　課題研究発表 ⑥

　課題研究発表 ⑤

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

　課題研究発表 ⑪

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 1

　課題研究発表 ④ ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 1

合計

35

　定期考査 1

３
学
期

　課題研究発表 ⑬

定期考査 ○ ○ ○

２
学
期

二
学
期
中
間
考
査
ま
で

課題発表準備
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

課題発表準備
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ ○

○

期
末
考
査
ま
で

　課題研究発表 ⑦
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

　課題研究発表 ⑧

　定期考査

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

　課題研究発表 ⑫ ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

　課題研究発表 ⑩

○

　課題研究発表 ①

1

　課題研究発表 振り返り

　課題研究発表 ⑨

　課題研究発表 ② ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

○ ○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

1

1

1

○ 1

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】　発表者の自己評価と聞き手との相互評価
【思考・判断・表現】　落ち着いて発表できたか。資料の評価
【主体的に学習に取り組む態度】

1

1

1

○ ○ 1

課題発表準備
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　作成したレポートを発表原稿にできたか。
【思考・判断・表現】　グループごとに発表準備ができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

1

１
学
期

６
月
～

７
月

課題発表の説明、テーマ設定、グループ決め

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

課題発表準備 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　作成したレポートを発表原稿にできたか。
【思考・判断・表現】　グループごとに発表準備ができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （B、C,D組:工藤尚子　　　　）（A,F,G：長美美弥子）筒井玲衣子（E組：）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語 English Communication II

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。

English Communication II

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

進出単語、熟語、重要表現、関連表現、文法を理解し、
本文の内容を正確に読み取り、聞き取る。

本文の内容の要約、本文に関連したテーマについて読んだり、書いたり
する。本文の内容に関する自分の意見を表現できる。

外国語の文化背景を積極的に理解し表現しようとする。
学習に見通しを持ち学ぼうとする。

4

CROWN English CommunicationII、Cutting Edge Green, Leap , All Ears, Rapid Reading Level 2,3, 副読本

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 言語や文化に対する理解を深める。

情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　CROWN Lesson 1, 2 【読解】
Crown Lesson 1--２
【単語】
Leap#1--241
【リスニング】
All Ears Lesson 1--４【速読】Rapid Reading lesson
1--５

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら学ぼうとする。A 単元 Cutting Edge Unit 1, 2 【読解】

Cutting Edge Unit 1--2
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○

【知識及び技能】
本文の英語を理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。副読本　The Wizard of Oz ・ 物語文を理解できる

・The Norwood Mystery
・一人１台端末の活用　等

〇

期
末
考
査
ま
で

A 単元　CROWN Lesson 3, 4 【読解】
Crown Lesson ３--４
【単語】
Leap#242--400
【リスニング】
All Ears Lesson ５--８
【速読】Rapid Reading lesson６-12

○

〇

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

知 思 態

自学

配当
時数

評価規準

15

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇 〇

〇 〇 3

定期考査 中間考査 〇 〇

15

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら

〇 〇

○ ○ 1

A 単元 Cutting Edge Unit ３, ４ ・指導事項 All English で難易度の高めの説明、物語
などを読んで、情報、考えなど理解し、概要、要点をと
らえ聞き手に伝わるよう音読する。
・教材　Cutting Edge
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇○

○ 1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　CROWN Lesson 5,6 【読解】
Crown Lesson ５--６
【単語】
Leap#721--920
【リスニング】
All Ears Lesson ９--12
【速読】Rapid Reading lesson 1３--1８

○

〇 〇 3

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 期末考査 〇 〇

○ 5

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。A 単元　副読本（検討中） ・指導事項　副読本を自力で読む

・教材　検討中
・一人１台端末の活用　等

○ 15

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらA 単元Cutting Edge Unit 8,9 ・指導事項 All English で難易度の高めの説明、物語

などを読んで、情報、考えなど理解し、概要、要点をと
らえ聞き手に伝わるよう音読する。
・教材　Cutting Edge
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

1

【知識及び技能】
本文の英語を理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら定期考査 〇 〇

〇 自学

○ 15

期
末
考
査
ま
で

A 単元　CROWN Lesson７,6 【読解】
Crown Lesson ７--８
【単語】
Leap#921--1115
【リスニング】
All Ears Lesson 13--16
【速読】Rapid Reading lesson 19--23

○ ○ 〇

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらA 単元Cutting Edge Unit 7,８ ・指導事項 All English で難易度の高めの説明、物語

などを読んで、情報、考えなど理解し、概要、要点をと
らえ聞き手に伝わるよう音読する。
・教材　Cutting Edge
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○

1

３
学
期

A 単元　CROWN Lesson9,10 【読解】
Crown Lesson 9--10
【単語】
Leap#1401--1731
【リスニング】
All Ears Lesson 17--20
共通テスト対策リスニング教材導入予定
【速読】Rapid Reading lesson Level 3　１～５

○ ○

○ 5

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 〇 〇

○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

22

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらA 単元Cutting Edge Unit9,10 ・指導事項 All English で難易度の高めの説明、物語

などを読んで、情報、考えなど理解し、概要、要点をと
らえ聞き手に伝わるよう音読する。
・教材　Cutting Edge
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○

〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○ ○○

1

合計

○ 2 6

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 〇 〇

○

〇
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○

○

〇

○

○

〇

○

○ ○

○ ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

○ ○

○ ○

○

領域

○

〇

○

○

〇

○

〇 ○

〇 ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： （ A,D,F組：宮崎幸子）（ E 組：長美美弥子）（ B,C,G組：筒井玲衣子　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語 論理・表現Ⅱ

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主体的、自律的にコミュニケーションをとろうとする。

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英文法を体系的にとらえ、英語の基本構造を演習を通して理解する。基本的
な文法や英文の構造を理解した上で「読む・聞く・話す・書く」の４技能を
高める。

学習した語彙・文法・構文を正しく使って基礎的な英文を書いたり話したりする
力を養う。

英語を通じて積極的にコミュニケーションを図り、学習した
語彙や文法を素地として論理の展開や表現を工夫しながら自
分の考えを伝えようとする力を養う。

2

EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を実際のコミュニケーションにおいて目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける。

場面や状況などに応じて様々な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり表現したり伝え合ったりする。

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

Part1 Lesson1 ・指導事項
さまざまな主語の形
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習1,2
・一人１台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

さまざまな主語の形
【知識及び技能】
さまざまな主語の形の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな主語を正しく使ってテーマに沿って書いたり話した
りする。
【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな主語を適切に使って自他やテーマについて表現す
る。
Part1 Lesson2 ・指導事項

さまざまな動詞の形
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習3,4
・一人２台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○

名詞のはたらきをする表現
【知識及び技能】
名詞のはたらきをする表現の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
名詞のはたらきをする表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり話
したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
名詞のはたらきをする表現を適切に使って自他やテーマについて表現
する。

さまざまな動詞の形
【知識及び技能】
さまざまな動詞の形の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな動詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな動詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

Part1 Lesson3 ・指導事項
名詞のはたらきをする表現
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習5,6
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○

期
末
考
査
ま
で

Part1 Lesson4 ・指導事項
形容詞のはたらきをする表現
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習7,8
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○

〇

【知識・技能】
名詞のはたらきをする表現を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
名詞のはたらきをする表現を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
名詞のはたらきをする表現を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった
英語を書き期限通りに提出できる。

〇 〇 〇

知 思 態

4

配当
時数

評価規準

3

【知識・技能】
さまざまな動詞の形を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな動詞の形を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな動詞の形を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を
書き期限通りに提出できる。

〇

【知識・技能】
さまざまな主語の形を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな主語の形を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな主語の形を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を
書き期限通りに提出できる。

〇 〇

〇 〇 4

定期考査 中間考査 〇 〇

6

形容詞のはたらきをする表現
【知識及び技能】
形容詞のはたらきをする表現の形の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
形容詞のはたらきをする表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり
話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
形容詞のはたらきをする表現を適切に使って自他やテーマについて表
現する。

〇 〇

○ ○ 1

Part1 Lesson5 ・指導事項
副詞のはたらきをする表現
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習9,10
・一人４台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
副詞のはたらきをする表現を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
副詞のはたらきをする表現を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
副詞のはたらきをする表現を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった
英語を書き期限通りに提出できる。

〇

〇 ○

【知識・技能】
形容詞のはたらきをする表現を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
形容詞のはたらきをする表現を正しく使用し、伝えたいことを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
形容詞のはたらきをする表現を適切に使用し、積極的に会話し、まとまっ
た英語を書き期限通りに提出できる。

〇○

○ 1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

Part2 Lesson1 ・指導事項
感情を表す表現
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習11,12
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○

〇 〇 7

副詞のはたらきをする表現
【知識及び技能】
副詞のはたらきをする表現の形の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
副詞のはたらきをする表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり話
したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
副詞のはたらきをする表現を適切に使って自他やテーマについて表現
する。

定期考査 期末考査 〇 〇

○ 4

助言する・忠告する／必要・義務を表す
【知識及び技能】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現を正しく使ってテーマに
沿って書いたり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現を適切に使って自他や
テーマについて表現する。

Part2 Lesson3 ・指導事項
勧誘する・提案する／依頼する
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習15
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○

○ 4

感情を表す表現
【知識及び技能】
感情を表す表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
感情を表す表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
感情を表す表現を適切に使って自他やテーマについて表現する。

Part2 Lesson2 ・指導事項
助言する・忠告する／必要・義務を表す
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習13,14
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現を理解し、文を正確に作るこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現を正しく使用し、伝えたいこ
とを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
助言する・忠告する／必要・義務を表す表現を適切に使用し、積極的に会
話し、まとまった英語を書き期限通りに提出できる。

○ 〇 ○

【知識・技能】
感情を表す表現を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
感情を表す表現を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
感情を表す表現を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○ ○

1

勧誘する・提案する／依頼する
【知識及び技能】
勧誘する・提案する／依頼する表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
勧誘する・提案する／依頼する表現を正しく使ってテーマに沿って書
いたり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
勧誘する・提案する／依頼する表現を適切に使って自他やテーマにつ
いて表現する。

定期考査 中間考査 〇 〇

○

【知識・技能】
勧誘する・提案する／依頼する表現を理解し、文を正確に作ることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
勧誘する・提案する／依頼する表現を正しく使用し、伝えたいことを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
勧誘する・提案する／依頼する表現を適切に使用し、積極的に会話し、ま
とまった英語を書き期限通りに提出できる。

○ ○ ○ 5○ 〇

○ 7

期
末
考
査
ま
で

Part2 Lesson4 ・指導事項
賛成する／反対する
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習16
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○ 〇

賛成する／反対する
【知識及び技能】
賛成する／反対する表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
賛成する／反対する表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり話し
たりする。
【学びに向かう力、人間性等】
賛成する／反対する表現を適切に使って自他やテーマについて表現す
る。

Part2 Lesson５ ・指導事項
意見を述べる／希望を述べる
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
EARTHRISE 英語総合演習17
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○

1

３
学
期

Part３ Lesson１ ・指導事項
パラグラフの構成
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
入試必携英作文　Write to the point
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○

○ 7

意見を述べる／希望を述べる
【知識及び技能】
意見を述べる／希望を述べる表現の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
意見を述べる／希望を述べる表現を正しく使ってテーマに沿って書い
たり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
意見を述べる／希望を述べる表現を適切に使って自他やテーマについ
て表現する。

定期考査 期末考査 〇 〇

○ 〇 ○

【知識・技能】
意見を述べる／希望を述べる表現を理解し、文を正確に作ることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
意見を述べる／希望を述べる表現を正しく使用し、伝えたいことを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
意見を述べる／希望を述べる表現を適切に使用し、積極的に会話し、まと
まった英語を書き期限通りに提出できる。

○ ○

7

パラグラフの構成
【知識及び技能】
パラグラフの構成について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
パラグラフの構成を意識し、テーマに沿って書いたり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
パラグラフの構成を意識しながら自他やテーマについて表現する。

Part３ Lesson２ ・指導事項
例示・列挙
・教材
EARTHRISE English Logic and ExpressionⅡ Advanced
入試必携英作文　Write to the point
・一人３台端末の活用　等
授業の内外で利点を最大限に生かし学習の効果や効率を
高める。

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
例示・列挙の表現を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
例示・列挙の表現を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
例示・列挙の表現を適切に使用し、積極的に発表を行い、まとまった英語
を書き期限通りに提出できる。

○

〇 ○

【知識・技能】
パラグラフの構成を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
パラグラフの構成を意識して、伝えたいことを論理的に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
パラグラフの構成を意識して、積極的に発表を行い、まとまった英語を書
き期限通りに提出できる。

○ ○ ○○

1

合計

○ ○ 7

例示・列挙
【知識及び技能】
例示・列挙の表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
例示・列挙の表現を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
例示・列挙の表現を適切に使って自他やテーマについて表現する。

定期考査 学年末考査 〇 〇

○

〇

70

○

○

○

〇

○

○

〇

○

○ ○

○ ○

【知識・技能】
賛成する／反対する表現を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
賛成する／反対する表現を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
賛成する／反対する表現を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英
語を書き期限通りに提出できる。

○ ○

○ ○

○ ○

○

領域

○

○

〇

○

○

〇

○

〇 ○

〇 ○

〇 ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組 単位数： 単位

教科担当者： 全組：林田加代子、三野直子

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭科 家庭基礎

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、
生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに
係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域
社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

2

家基705家庭基礎　気づく力 築く未来　（実教出版）

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付け
るようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決す
る力を養う。

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

 生涯の生活設計（導入） ・指導事項
人の一生を生涯発達の視点で捉え、各ライフステー
ジの特徴などと関連を図ることができるよう、科目
学習の導入として扱う。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】人の一生について、自己と他者、社会との関わりから様々な生き方があること
を理解するとともに、自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行い、生涯を見通
して、生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性について理解を深めている。
【思考・判断・表現】　生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライフスタイルと
将来の家庭生活及び職業生活について考察し、生活設計を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生涯の
生活設計について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社
会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しよう
としている。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

【知識及び技能】人の一生について、自己と他者、社会との関わりから様々な生き方が
あることを理解するとともに、自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行
い、生涯を見通して、生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライ
フスタイルと将来の家庭生活及び職業生活について考察し、生活設計を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生
涯の生活設計について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろ
うとする実践的な態度を養う。

青年期の自立と家族・家庭 ・指導事項
青年期の課題である自立や男女の平等と相互の協力などについて理解
できるようにする。また、男女が協力して家庭を築くことの意義や、
現代の家族・家庭の機能や特徴について歴史的、文化的、社会的変化
との関連から理解を深め、考察できるようにする。その際、自立した
生活を営むためには、様々な生活課題に対応して適切に意思決定し、
責任をもって行動することが重要であることを認識できるようにす
る。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】生涯発達の視点で青年期の課題を理解するとともに、家族・家庭の機能と家族関係、家族・家
庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題、家族・家庭と社会との関わり、関係法規について理解を深めてい
る。
【思考・判断・表現】家庭や地域のよりよい生活を創造するために、自己の意思決定に基づき、責任をもって
行動することや、男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について考察し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、青年期の自立と家族・
家庭について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとす
るとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

○ ○ 4

【知識及び技能】生涯発達の視点で青年期の課題を理解するとともに、家族・家庭の機
能と家族関係、家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題、家族・家庭と社会と
の関わり、関係法規について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】家庭や地域のよりよい生活を創造するために、自己の意
思決定に基づき、責任をもって行動することや、男女が協力して、家族の一員としての
役割を果たし家庭を築くことの重要性について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、青
年期の自立と家族・家庭について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実
向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

期
末
考
査
ま
で

衣生活と健康 【知識及び技能】ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理解
し、健康で快適な衣生活に必要な情報の収集・整理ができる。被服材料、被服構
成及び被服衛生について理解し、被服の計画・管理に必要な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】被服の機能性や快適性について考察し、安全で健
康や環境に配慮した被服の管理や目的に応じた着装を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、衣生活と健康について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活
の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

【知識・技能】ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理解し、健康で快適
な衣生活に必要な情報の収集・整理ができている。被服材料、被服構成及び被服衛生について
理解し、被服の計画・管理に必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】被服の機能性や快適性について考察し、安全で健康や環境に配慮した被
服の管理や目的に応じた着装を工夫しようとしている
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、衣生活
と健康について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会
に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践してい
る。

○ ○

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

6

【知識及び技能】家計の構造や生活における経済と社会との関わり、家計管理に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通した生活における経済の管理や計画の
重要性について、ライフステージや社会保障制度などと関連付けて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、生活における経済の計画について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、
地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

定期考査 　 　 0

生活における経済の計画 ・指導事項
生活の基盤としての家計管理の重要性や家計と経済との関わり
について理解 するとともに、収入と支出のバランスの重要性
やリスク管理の必要性を踏まえた上で、将来にわたる不測の事
態に備えた経済計画についても考察できるようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】家計の構造や生活における経済と社会との関わり、家計管理につい
て理解している。
【思考・判断・表現】生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要性につ
いて、ライフステージや社会保障制度などと関連付けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、生活における経済の計画について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域
の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

○ ○

○ 11

【知識及び技能】ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理解
し、健康で快適な衣生活に必要な情報の収集・整理ができる。被服材料、被服構
成及び被服衛生について理解し、被服の計画・管理に必要な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】被服の機能性や快適性について考察し、安全で健
康や環境に配慮した被服の管理や目的に応じた着装を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、衣生活と健康について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活
の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識及び技能】消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状
と課題、消費行動 における意思決定や契約の重要性、消費者保護の仕組みについ
て理解するとともに、生活情報を適切に収集・整理できる。
【思考力、判断力、表現力等】自立した消費者として、生活情報を活用し、適切
な意思決定に基づいて行動することや責任ある消費について考察し、工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、消費行動と意思決定について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地
域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

共生社会と福祉 ・指導事項
乳幼児期から高齢期までの人の一生を見通して、家族・家庭の生活課
題を主 体的に解決していくために必要な福祉や社会的支援について理
解し、生活をよりよくする ために何が必要かについて理解を深めるこ
とができるようにする。共に支え合う社会の一員として主体的に行動
する意思決定能力を身に付け、家庭や地域及び社会の生活を創造して
いくための課題について考察することができるように する。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について
理解している。
【思考・判断・表現】家庭や地域及び社会の一員としての自覚をもって共に支え
合って生活することの重要性について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、共生と福祉について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善し
たりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実
向上を図るために実践しようとしている。

○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

消費行動と意思決定 ・指導事項
近年の消費者問題や消費者の権利と責任について理
解し、自立した消費者として適切な意思決定に基づ
いて行動できるようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状と課
題、消費行動における意思決定や契約の重要性、消費者保護の仕組みについて理解
するとともに、生活情報を適切に収集・整理できている。
【思考・判断・表現】自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定
に基づいて行動することや責任ある消費について考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、消費行動と意思決定について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返っ
て改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図るために実践しようとしている。

○ ○ 5

定期考査 　 ○ ○

【知識及び技能】高齢期の心身の特徴、高齢者を取り巻く社会環境、高齢者の尊
厳と自立生活の支援や介護について理解するとともに、生活支援に関する基礎的
な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】高齢者の自立生活を支えるために、家族や地域及
び社会の果たす役割の重要性について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、高齢期の生活と福祉について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地
域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

定期考査

○ 3

【知識及び技能】生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会
的支援について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】家庭や地域及び社会の一員としての自
覚をもって共に支え合って生活することの重要性について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の
構築に向けて、共生と福祉について、課題の解決に主体的に取り組ん
だり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとと
もに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態
度を養う。

高齢期の生活と福祉 ・指導事項
高齢者の心身の特徴、社会環境、高齢者と関わる際に重要な尊
厳や自立の視点、関わり方などについて理解し、基礎的な技能
を身に付けるとともに、高齢者の生活を支えるための家族、地
域社会の役割の重要性について考察できるようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】高齢期の心身の特徴、高齢者を取り巻く社会環境、高齢者の尊厳と自立生活の
支援や介護について理解するとともに、生活支援に関する基礎的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】高齢者の自立生活を支えるために、家族や地域及び社会の果たす役割の
重要性について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、高齢期
の生活と福祉について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地
域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践し
ようとしている。

○ ○ 6

【知識及び技能】ライフステージに応じた栄養の特徴や食品の栄養的特質、健康や環境
に配慮した食生活について理解し、自己や家族の食生活の計画・管理に必要な技能を身
に付ける。また、おいしさの構成要素や食品の調理上の性質、食品衛生について理解
し、目的に応じた調理に必要な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】食の安全や食品の調理上の性質、食文化の継承を考慮し
た献立作成や調理計画、健康や環境に配慮した食生活について考察し、自己や家族の食
事を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、食
生活と健康について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろ
うとする実践的な態度を養う。

A 単元 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

0

期
末
考
査
ま
で

食生活と健康 ・指導事項
栄養と食事、食品と調理など食生活に関わる基礎的・基本的な知識と
技能を実験・実習を中心とした学習活動を通して身に付け、食事作り
を中心に、栄養、食品、調理の学習を相互に関連付けながら、食生活
に関わる情報を適切に判断し、生涯を通して健康や環境に配慮した安
全な食生活を営むことができるようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ライフステージに応じた栄養の特徴や食品の栄養的特質、健康や環境に配慮し
た食生活について理解し、自己や家族の食生活の計画・管理に必要な技能を身に付ける。ま
た、おいしさの構成要素や食品の調理上の性質、食品衛生について理解し、目的に応じた調理
に必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】食の安全や食品の調理上の性質、食文化の継承を考慮した献立作成や調
理計画、健康や環境に配慮した食生活について考察し、自己や家族の食事を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、食生活
と健康について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会
に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践してい
る。

○ ○ ○ 13

　

３
学
期

子供の生活と保育 ・指導事項
乳幼児期の心身の発達とそれを支える生活、子供が育つ環境、
子育て支援、 乳幼児との関わり方などについて基礎的な知識
や技能を身に付け、子供を生み育てること の意義、親や家族
及び地域や社会の役割の重要性について考察することができる
ようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】乳幼児期の心身の発達と生活、親の役割と保育、子供を取り巻く社会環境、子
育て支援について理解するとともに、乳幼児と適切に関わるための基礎的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】子供を生み育てることの意義について考えるとともに、子供の健やかな
発達のために親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、子供の
生活と保育について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域
社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しよ
うとしている。

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査  ○ ○ 1

○ ○ 9

【知識及び技能】乳幼児期の心身の発達と生活、親の役割と保育、子供を取り巻く社会
環境、子育て支援について理解するとともに、乳幼児と適切に関わるための基礎的な技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】子供を生み育てることの意義について考えるとともに、
子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性について考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、子
供の生活と保育について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したり
して、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図
ろうとする実践的な態度を養う。

住生活と住環境 ・指導事項
家族が安全で快適かつ健康な生活を営む場としての住居について、防
火、防犯、耐震などの安全性や日照、採光、換気、遮音、温熱、空気
環境、高齢者、障害者などへの配慮など住生活に関わる基礎的・基本
的な知識と技能を身に付け、生涯を通して防災などの安全や環境に配
慮した住生活や住環境を工夫することができるようにする。
・教材
教科書、資料集、学習ノート、配布教材・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ライフステージに応じた住生活の特徴、防災などの安全や環境に配
慮した住居の機能について理解し、適切な住居の計画・管理に必要な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】住居の機能性や快適性、住居と地域社会との関わりについて
考察し、防災などの安全や環境に配慮した住生活や住環境を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、住生活と住環境について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図るために実践している。

○ ○ ○

合計

70

8

【知識及び技能】ライフステージに応じた住生活の特徴、防災などの安全や環境
に配慮した住居の機能について理解し、適切な住居の計画・管理に必要な技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】住居の機能性や快適性、住居と地域社会との関わ
りについて考察し、防災などの安全や環境に配慮した住生活や住環境を工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、住生活と住環境について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って
改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

定期考査   ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：吉田）（B組：林田）（C組：辻）（D組：蓑輪）（E組：宮内）（F組：濱野）（G組：長美）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

生徒各自が選択設定した探究課題に関する学習活動に主体的・協働的に取り組み、未知の状況においても活用できるように視野を拡げ、他者や社会との関わりの中で自分自身の生き方・在り方を考える力を身につける。

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生徒各自が選んだテーマに関わる学習活動の過程を通して、身の回りの事
象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、テーマの探究
に必要な知識・技能を身につける。

生徒各自が選んだテーマと自らとの関わりの中で①「問い」を見出し、
その解決に向けて仮説を立て、②収集した情報を③多角的・俯瞰的に整
理・分析する力を身につけるとともに、④筋道立ててまとめ、わかりや
すく説明する力を身につける。

生徒各自が選択設定した探究課題に関する学習活動に主体
的・協働的に取り組み、未知の状況においても活用できる
ように視野を拡げ、他者や社会との関わりの中で自分自身
の生き方・在り方を考える力を身につける。

1

なし

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】 生徒各自が選んだテーマに関わる学習活動の過程を通して、身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、テーマの探究に必要な知識・技能を身につける。

生徒各自が選んだテーマと自らとの関わりの中で①「問い」を見出し、その解決に向けて仮説を立て、②収集した情報を③多角的・俯瞰的に整理・分析する力を身につけるとともに、④筋道立ててまとめ、わかりやすく説明する力を身につける。

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　全体ガイダンス　課題研究の意義 ・指導事項
探究活動の意義、目的、年間スケジュール
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、探究活動に
必要な知識・技能を理解している。
【思考・判断・表現】
テーマと自らとの関わりの中で、多角的・俯瞰的に整理・分析する力を身につけると
ともに、筋道立ててまとめ、わかりやすく説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の心の変化を自覚し、それを振り返ることができる。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【知識及び技能】
探究の意義、学習内容を把握し、身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理
解するとともに、テーマの探究に必要な知識・技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
提示されたテーマと自らとの関わりの中で、多角的・俯瞰的に整理・分析する力を身につ
けるとともに、筋道立ててまとめ、わかりやすく説明する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
授業を通じて、探究課題に関する学習活動に主体的・協働的に取り組み、他者や社会との
関わりの中で自分自身の生き方・在り方を考える姿勢を身に付ける。

A 単元　個別探究 ・指導事項
個別探究活動に必要な興味・関心を広げ、自分の興味
のある分野を自覚するきっかけとする。
・教材
ワークシート、新書
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【思考・判断・表現】
主艇的に自分の研究内容を再認識するとともに、これからの研究の見通
しをもつことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の変化に自覚的になり、それを振り返ることができる。

○ ○ 4

【思考力、判断力、表現力等】
「本研究」を実施するにあたって、研究計画を立てる
ことで、自分の研究内容を再認識するとともに、これ
からの研究の見通しをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
自らの研究計画を立てることで自らの将来に自覚的に
なる。

期
末
考
査
ま
で

A 単元 　個別探究・及び中間報告 ・指導事項
探究サイクルのイメージをつかみ、今後の探究活動に
対する見通しをつける。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
プレゼンテーション資料作成、発表、学習の振り返り
を提出

【思考・判断・表現】
主艇的に自分の研究内容を再認識するとともに、これからの研究の見通しをもつことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の変化に自覚的になり、それを振り返ることができる。

○

1

【知識及び技能】
学術的な論文を効果的に書くための技術を身につけることを目的とする。
【思考力、判断力、表現力等】
論文の基本的な構成や書き方のルールを学ぶとともに、自分自身のアイデアを論理的に組
み立て、鮮明な言語で表現する方法を習得する。
【学びに向かう力、人間性等】
論文の書き方を通じて、自己調査・自己改善の姿勢や情報収集・分析能力を身につけ、学
びに向かう力を育む。自己の研究テーマに対する深い洞察を養い、独自性やオリジナリ
ティを追求する。

定期考査 実施しない

A 単元　論文の書き方講座 ・指導事項
論文作成のイメージをつかみ、今後の探究活動に対す
る見通しをつける。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識及び技能】
学術的な論文を効果的に書くための技術を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
論文の基本的な構成や書き方のルールを学ぶとともに、自分自身のアイデアを論理的
に組み立て、鮮明な言語で表現する方法を習得している。
【学びに向かう力、人間性等】
論文の書き方を通じて、自己調査・自己改善の姿勢や情報収集・分析能力を身につ
け、学びに向かう力を身に付けている。自己の研究テーマに対する深い洞察を養い、
独自性やオリジナリティを獲得している。

○ ○ ○

○ 5

【思考力、判断力、表現力等】
「本研究」を実施するにあたって、研究計画を立てる
ことで、自分の研究内容を再認識するとともに、これ
からの研究の見通しをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
自らの研究計画を立てることで自らの将来に自覚的に
なる。

【知識及び技能】
文献の調査や研究データの分析を通じて、専門分野の知識を深化させる。また、論
文を通じて新たな知識を発見し、学問領域を拡大する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身の研究テーマに対する深い洞察を得ることで、自己の研究分野における専
門性を高める。また、他者の論文を読み、批評的な視点を持ちながら自分の研究を
見直すことで、自己改善や成長する機会とする。

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 論文作成 ・指導事項
自らの研究分野を見極めることで、社会の担い手とし
ての心構えや自覚、主体性を育成する。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識及び技能】
文献の調査や研究データの分析を通じて、専門分野の知識を深化させる。また、論文を通じて新
たな知識を発見し、学問領域を拡大している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身の研究テーマに対する深い洞察を得ることで、自己の研究分野における専門性を高めて
いる。また、他者の論文を読み、批評的な視点を持ちながら自分の研究を見直すことで、自己改
善や成長を果たしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 実施しない

定期考査 実施しない

【知識及び技能】
文献の調査や研究データの分析を通じて、専門分野の知識を深化させる。また、論
文を通じて新たな知識を発見し、学問領域を拡大する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身の研究テーマに対する深い洞察を得ることで、自己の研究分野における専
門性を高める。また、他者の論文を読み、批評的な視点を持ちながら自分の研究を
見直すことで、自己改善や成長する機会とする。

期
末
考
査
ま
で

A 単元 論文作成 ・指導事項
自ら作成する論文に対して協議をし、多面的なな視点
から考察を深める。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識及び技能】
文献の調査や研究データの分析を通じて、専門分野の知識を深化させる。また、論文を通じて新
たな知識を発見し、学問領域を拡大している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身の研究テーマに対する深い洞察を得ることで、自己の研究分野における専門性を高めて
いる。また、他者の論文を読み、批評的な視点を持ちながら自分の研究を見直すことで、自己改
善や成長を果たしている。

○ ○ ○ 8

３
学
期

A 単元　1学年論文発表会見学 ・指導事項
他者の研究計画を見学し、評価を与えることで多面的
なな視点から考察を深められるようにする。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識及び技能】
他者の研究成果を見学、新たな知見や発見を獲得している。また、発表を通じて、自身の研究に
対するフィードバックや議論を得ることができ、自らの研究の質を向上させている。
【思考力、判断力、表現力等】
学術的な発表技術やコミュニケーションスキルを獲得している。
【学びに向かう力、人間性等】
自己啓発を促し、他の研究者の発表を聴くことで、異なる研究スタイルやアイデアを学ぶことが
でき、自身の研究に新たな視点を持っている。

○

定期考査 実施しない

○ ○ 2

【知識及び技能】
他者の研究成果を見学、新たな知見や発見を得る。また、発表を通じて、自身の研
究に対するフィードバックや議論を得ることができ、自らの研究の質を向上させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
学術的な発表技術やコミュニケーションスキルを磨く。
【学びに向かう力、人間性等】
自己啓発を促し、他の研究者の発表を聴くことで、異なる研究スタイルやアイデア
を学ぶことができ、自身の研究に新たな視点を持つ。

A 単元　論文発表会及び準備 ・指導事項
自ら作成した論文を発表し、評価を受けることで多面
的なな視点から考察を深められるようにする。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
　文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼンテーション資料を作成
できる。
【思考・判断・表現】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼンテーション資料を用いて発
表ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付けており、それを振り返
ることができる。

○ ○ ○

合計

35

6

【知識及び技能】
文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼン
テーション資料を作成する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼン
テーション資料を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付
ける。

定期考査 実施しない


